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                                                           遠 藤　英 子

１　はじめに

　 東地方で本 社会が成 したと れる弥生時代中期後半から後期にか て、午王

山遺跡でどのような が行われていたのかを するため、 期の出土土器を

して を した。その 果を し若干の分析を行いたい。

　午王山遺跡の弥生時代は、中期後半の宮ノ台式期には ま 、間 期を で岩鼻式２・

３期（久ヶ原Ⅰ式 成）、下戸塚式（久ヶ原Ⅱ式 成）との流れが、 出住 と出土土器の

から れている（柿沼本編第Ⅴ 第３ ）。 行 では東 域の久ヶ原式の

系 と、中部 地系 を とする岩鼻式 、東海地方東部の菊川式系など 来系土器

との 地 として 目を集め、集 の 流について れてきた（松本 2007、

篠原 2009 など）。弥生時代中期後半から後期後半にか て、武蔵野台地北 、 川 の

地を に 地する午王山遺跡では、 なる土器を た 々のどのような 生もし

は 代 が していたのだろうか。本稿では という 点からそれを して

たい。

　また 古 からは、一遺跡という、 一生 環 下で、 なる が行わ

れていたとすれば、それは 土 、 などの生 環 による ではな 、それ

れの土器 の 化系 に 来する があ 、こ らも い であ

る。 

２　荒川中下流域の弥生時代後半の栽培穀物データ

　ま は、午王山遺跡周辺の弥生時代中期後半から後期後半の遺跡ですでに れている

について しておきたい。

　宮ノ台式土器では東 北区 山遺跡で が れ、 11 点と

１点が れている（ 屋 2014）。また 西隣の 向山遺跡では は

で宮ノ台式土器から ４点を している（遠藤 2014）。一方、宮ノ台式と

行する北島式を とする 沼 地の 谷 北島遺跡 前中西遺跡では、北島遺跡で

10 点、 20 点、 １点、前中西遺跡で 17 点、 31 点を している（遠藤

2014）。

　岩鼻式土器では 資料ながら 者が で、東松山 岩鼻遺跡で ３点、

２点、 遺跡で ２点、 点、 １点、 二 町遺跡で ３点、

２点、 １点を している。

　久ヶ原式、下戸塚式、弥生町式の は ないが、午王山遺跡と 600 どと

近 、時期 にも もし はわ かに後 すると られる 吹上遺跡では、下戸塚
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式土器から ３点と ４点、弥生町式土器から ２点を している（遠藤 2016）（１）。

　一方、岩鼻式３期から したと れ（柿沼 2013）、後期中 に成 した 地の

を とする吉ヶ谷式土器（下戸塚式 前野町式 行）の では、 戸 下田

遺跡で 46 点、 16 点、 点を（柿沼・遠藤 2019）、 山町大野田西遺跡で

点と 点を している（遠藤 2014）。

　また ・ 上遺跡の弥生時代後期後半と られる第 41 号住 跡出土土器

137 点からは ４点を している（遠藤 2014）。 

　一方、 化大型 遺 としては、志木 田子山遺跡第 21 号住 跡から 81 481 点

の 化 と 194 993 点の 化 が れてお （尾形 1998）、直 の 年代 も

れ、 化 1860 30 B 、 化 1930 30 B という 果を ている（ 瀬・

遠藤 2010）。土器型式で ば午王山遺跡での下戸塚式新・新期と 行する と ら

れよう。また前述の ・ 上遺跡では、第 41 号住 跡 出土の台 部

とその周辺から 化 が で 10 000 点 上 出 れている（ 遺跡 会・

教 会 2013）（２）。この住 跡 出の 化 （ ）の 年代 も

れ、1830 20B と れている。

　これらの を すると、東海地方東部に系 をもつ宮ノ台式土器 の では、

は に集中する 向が れ（３）、一方、中部 地 東北西部と の い

北島式、岩鼻式、それに後 する吉ヶ谷式 では と の 合は、 半ばす

るという 向が られる。弥生後期の久ヶ原式、下戸塚式、弥生町式など東海系 東

系と れる土器 での については が な 、いま とつ 向が としない。

一方、 化 遺 から ると、田子山遺跡では と が 合しているが、 ・

上遺跡では に集中してお 、 期の が に集中する 向にあったのか、

と が 合する 形 であったのか、その 方が していたのか では 明で

ある。

３　レプリカ法と種子同定基準

　土器に れた に を して を し、その型 した

を 型 子 （ ）などで 、 を行う は、 を した 々な

原 を できる な である（ 野・田川 1991）。なかでも からそれを

した を できる の い として、生 の分野で近年 に し、

日本 島 地の 時代から弥生時代の が れつつある。 つは土器の 土

は 500 の が な どの を ってお 、 子表 の かい形 まで

が なため、 子の 精 が まる。また日本の 古 が 年構 してきた精緻な

土器編年という時間の ノ を って 資料の時期を することも である。

　 としては、ま およ によ 土器の を し、 子

来と れる を 出し、 の などを らかい などで

した上で、 型 （ B 27 を かした ）の 、

（本 では 社 を 用）の 、 化を
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待って の 出し、 100 による 型 の 、 型 子 (本

では明 大 日本古代 蔵の  8800 を 用 )による 、 、

、記 という、おおよそ 岡 蔵 化 方式（ 佐・ 2005）に

で した。

　また 子の は、 生 子との形 によ 行うが、 な の は

下の通 である。

   （ 果）が （いわ る ）に まれた が

である。 の は 形で が に １本 つ すること

から、 で のある表 形 を してお 、 では に する のように

る。 の表 には （直 50 ）（図 20 １）、 の い

資料では 部に （図 20 ２） 小 などが れる。 の 合はこの

は れ 、 が われた部分が として れる（図 20 ３）。

   　（ ） B で れる は の し

た 果の が 、 は 形～ 形で、 は であま 出しない。

は、 い 形にな 、 （ ） が ら 、 （ ） が

平 な が いが、 方が ら 合もある。 の表 には ノ

の が められ、 に の の直 が 15 20 であること 、

それ れの が に なることな している は、 の野生 ノ

（ 15 ）との区分の の一つと れる（    2007）（図 20 ４ ）。

の 目には のない平 な部 が 日 に れる。 の た

果の で れる も られるが、この 合は の２ ３ どの でＡ

形をした が である（図 20 ）（ 1993）。

   　 と 果の で れることが いが、

と て大型で、 では が 、 は と の 方が ら

が い（図 20 ）。 の表 は平 で、 のような はない。

果 が よ いため、 が を 部分で明 な がつ （図 20

）。 果の で れる も られ、 の中 には の１ ２ どの

の が れる（ 1993）。

４　観察対象資料

　2013 年から 2014 年に した午王山遺跡の についてはすでに

で公 しているが（ で が まった

紀 第２号 / /2016 2 023 034 ）、今 、

行に して二次 を し、本稿では一次・二次の 果をまとめて す

る。なお一次と二次の を 一するため、 での土器型式 時

期 を一部 正している。

　一次 では 資料 め 751 点の土器を した。 ながら土器型式 の点 を

出来ていない。二次 では 資料 め 909 点の土器を し、その土器型式
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は、宮ノ台式 27 点、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点、下戸塚式 829 点である。 で 1 660

点の土器を した。

５　調査結果

　第 28 表に 出土器の とともに 資料の 果を示した。また第 29 表に

は土器型式 の の集 を示した。

　 下に一部の資料の土器 図、 、 型 子 で した

を 示しながら、 子 を 明する。 土器の型式 分については柿沼

の に いている。

GBY-0001 は、岩鼻式２期新 の土器を とする第 74 号住 13 で 土器と れて

いる山形 を つ久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式２期新 行）の から した で、

形の 形 表 の から と した（図 20 図１・ 10 11）。

GBY-0002 は、岩鼻式土器が する時期と れる第 97 号住１から出土し、柿沼が 縁部

が の を すが 跡に 、 部には ・ 子 が られ 、

部 ・ に れがある。 し 縁の などの から岩鼻式２

期（古）の を つとした の 部 から した で、 形の 形 表 の

から と した（図 20 図２・ 12 13）。

GBY-0005 ～ 0015 は、岩鼻式３期 を とする第 105 号住１出土の、 を 岩鼻

式３期とした小型 の 部 に３点、 に 点の が れた。 した

から、 １点、 果２点、 果 点を した（図 21 図３）。

GBY-0005 は、 部 から した で、 がツ と る 形 目の

から 果と した（図 21 14 15）。

GBY-0006、-0009 は、 部 から した で、 の２ ３ どの でＡ 形

をした が れたため 果と した（図 21 16 19）。

GBY-0012 は、 部 から した で、 形の 形 表 の から

と した（図 21 20 21）。

GBY-0015 は、 部 から した で、 がツ と る 形 目の

から 果と した（図 21 22 23）。

GBY-0016 は、第 107 号住４出土の、下戸塚式中・古（久ヶ原Ⅱ式（古） 行）とした

部 の から した で、 形の 形 表 の から と

した（図 21 図４・ 24 25）。

GBY-0017 は、第 128 号住１出土の、下戸塚式中・古とした台 部 の から

した で、 形の 形 表 の から と した（図 21 図

/ 図 22 26 27）。

GBY-0018 ～ 0020 は、第 137 号住３出土の、久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式２式新 行）とした

部 から した で、い れも 形の 形 表 の から

と した（図 22 図 ・ 28 33）。

GBY-0022 は、第 141 号住 12 出土の、久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式３期 行）とした 部
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第 28 表　午王山遺跡 資料一
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第 29 表　午王山遺跡 土器型式 集

から した で、 形の 形 表 の から と した（図

22 図 ・ 34 35）。

GBY-0023 は、第 50 号住 出土の、下戸塚式中・新とした の 部 から した

で、 形の 形 表 の から と した（図 22 図 ・

36 37）。

GBY-0025 は、Ａ溝（第４次２号溝）出土の、下戸塚式中・新とした の 部 から

した で、 表 の から 果と した（図 23 図 ・

38 39）。

GBY-0027は、第 30 号住出土の、下戸塚式中・新とした の 部 から した で、

形の 形 表 の から と した（図 23 図 10・ 40 41）。

GBY-0029 は、第 104 号住出土の、下戸塚式新・新とした台 部 から した

で、 形の 形 表 の から と した（図 23 図 11・

42 43）。

GBY-0030 は、第 101 号住出土の、宮ノ台式の がある 部 から した

で、 形の 形 表 の から と した（図 23 図 12・

44 45）。ただし の 部資料のため に宮ノ台式とは できない。

GBY19-0031 は、第２次 区一 の久ヶ原Ⅰ式とした 部 から した で、

形の 形 表 の から と した（図 23 図 13・ 46 47）。

GBY19-0040 は、第 114 号住出土の、下戸塚式新・新とした小型 部 から した

で、 形の 形 表 の から と した（図 24 図 14・

48 49）。

GBY19-0048 は、Ａ溝（第 10 次１号溝）出土の、下戸塚式中・新とした 部 から

した で、 形の 形 表 の から と した（図 24 図

15・ 50 51）。

GBY-0053 は、Ａ溝（第２次１号溝）出土の、下戸塚式中・新とした 部 から

した で、 形の 形を に向かう の は れるものの、表

には が れないため、 と した（図 24 図 16・ 52

53）。

GBY19-0054 は、第 84 号住出土の、下戸塚式中・古とした台 部 から した

で、 形の 形 表 の から と した（図 24 図 17・

54 55）。
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６　分析

　本 の な 目 は、 東地方で本 社会が成 したと れる弥生時代中

期後半から後期後半にか て、午王山遺跡では (1) がすでに れていたのか  

(2) 系 が なる土器型式 では、 形 にも いはあるのか  (3)

に通時 化は られるか などの いにある。 ながら今 の からそれらす

ての いにしっか と ることは しいが、周辺地域の とも しながら分

析を たい。

　宮ノ台式土器からの同定穀物　 に宮ノ台式と できる土器から は でき

なかった。前述した通 B 0030 は であることは な資料だが、 出土器は

部の の遺 のため に宮ノ台式土器と できない。したがって午王山遺跡での弥生時

代 期の宮ノ台式期に、 が れていたのかどうか今 の から

は明らかにすることはできなかった。ただ午王山遺跡での宮ノ台式の な住 跡は３ に

、出土する宮ノ台式土器も ない。したがって、本 での の は 土器点

に原 がある が い（４）。一方で、 川下流域の 向山遺跡 北区

山遺跡での宮ノ台式土器を とした 果から類 すれば、その生 に

める 合は ないとしても、すでに が れていた は いと る。

　岩鼻式土器からの同定穀物　午王山遺跡での岩鼻式は２期古 から３期までの時間幅を

つと れているが（柿沼 2009、2013）、岩鼻式２期古 の を１点と、岩鼻式３期

の １点、 果２点、 果 点を した。この 果からは が で

が うような 形 と れる。ただ １点 はす て一 の小型 に れ

た からの であるため、 意が であろう。一 の土器から大 の 子が

れる 向は 時代 期末の 土器 弥生時代前半の 墓出土土器などに

られる で（遠藤 2012、遠藤 2017 など）、これを 子の の とするか意図 な

とするか が しい。しかし、い れにしても一 の土器から 、 、

が で れたことは、岩鼻式土器期に と が 合 に れていたこと

の一つの とな るのではないだろうか。前述した東松山 ３遺跡での岩鼻式土器の

でも、い れの遺跡でも と を で している。

　久ヶ原式土器からの同定穀物　岩鼻式２期およ ３期と 行すると れる（柿沼 2009）

久ヶ原式土器では、久ヶ原Ⅰ式新 （岩鼻式２期新 行）の山形 をもつ から １点、

久ヶ原Ⅰ式新 の ２点（岩鼻式２期新 行と３期 行）から 点、久ヶ原Ⅰ

式の 部 から １点の 点の を している。 資料 が ないため

の は できないが、今 の 果の から すれば、岩鼻式土器と久ヶ原式土器が

した 、午王山遺跡では、岩鼻式土器 による と が 合する と、

久ヶ原式 による の集中 が い 、二つの が していた

がある。

　下戸塚式土器からの同定穀物　下戸塚式土器からは 20 点、 ２点、 １点を

した。 が下戸塚式中 とした土器からの で、新・新 資料からは 点で

ある。 に集中し かに が う 向が れ、午王山遺跡での はこの 、
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稲 に した がある。

　

７　考察

　土器型式と栽培穀物　弥生時代後期前半の岩鼻式土器からは と を し、一方

久ヶ原式土器からは の を した。もしも、 一住 で土器が 合う ど

していた２つの土器型式で、 なる が行われていたとしたら大 い であ

る。 と が 合わ る と に集中する 、二つの 形 が一つの生 環

下で していたとするなら、それは の が しも に生 環 に

れるものではな 、土器型式などの 化 社会 に 来する を示していると

るのではないだろうか。ただ ながら午王山遺跡での岩鼻式、久ヶ原式土器の出土 は

な （ ）、今 二次 で できた資料も、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点に ない。今

後の の を待って、 したい。

　なお 戸 下田遺跡は、岩鼻式から したと れる弥生時代後期後半の吉ヶ谷式を

とする遺跡で、本来 などに 地すると れる吉ヶ谷式の中で、 川中流域の 地 地

を している ない遺跡である。一 このような集落 地の 化は 田稲 を志向しての

とも れるが、しかし前述したとお 、 果は と が 合し

ていた。

　栽培穀物の通時的変化　午王山遺跡で環濠が 造 れたのは弥生時代後期下戸塚式期と

れているが（柿沼 2009）、今 の では うどこの時期に、 と が 合する

形 から、稲 の集中という 機が れた。ただ前述したように、 行し後

する吹上遺跡の では の集中は られ 、一方、 化 からは後

する ・ 上遺跡で一住 での の集中が られるが、志木 田子山遺跡

住 では大 の と が 出 れている。したがって と が 合する と

に集中する 、二つの 形 が弥生時代後期の 川下流域で していたのか、 分

な による なのか、こ らも での は しい。ただ 川中流域

の吉ヶ谷式土器の 果から ても、この地域では弥生時代後期に っても

は しも に集中していたわ ではな そうで、その の も今後の

である。

８　おわりに

　弥生 の 東地方 の については、土器の 果から て

な が れるが、弥生時代中期の中部 地では、おそら 北 地方の小松式土器

からの を た 式土器 で と が 合した が に してお

（ ・遠藤 2017）、その 合 は 式土器とともに中期後半には 谷 北島

遺跡 前中西遺跡に している（遠藤 2018 ）。そして、後期吉ヶ谷式 の 戸 下田

遺跡でも れている（柿沼・遠藤 2019）。一方、 平 を東に る では、よ

に した が れていたようで（篠原 か 2012、遠藤・ 瀬 2012）、

中期後半の南 東を中 とした宮ノ台式土器 では、大塚遺跡で れたように（佐々木
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2017） の集中が れている。

　このような、 ツを しながらも系 の なる の２本の が

東地方で した こそが、午王山遺跡だったのではないかというのが筆者の で

ある。

　午王山遺跡出土土器の なら に本稿の 筆に たっては、鈴木一郎 、中

岡 は め 教 会の に大 お になった。午王山遺跡出土土器の時期

に たっては、柿沼 に なご教示を った。また東松山 の 表資料の

用については、東松山 教 会のご があった。 の に

しては、明 大 日本古代 蔵の 型 子 （  8800）を 用

せていただいた。お になった がたにこの を てお し上 ます。

１）本稿では 紀 第２号での土器時期 を一部改めて 分して分析し

ている。

２） ・ 上遺跡では、 で が４点の れたのに して、 化 が 10 000 点

上 出 れている。 の 向は志木 田子山遺跡でも れ、81 481 点の 化 と 194 993

点の 化 に して、 からは ２点と １点しか できていない。土器に が

る は に いと われるため、 の が を しているとは できな

い。一方で は な 化 の 出もご 一 な なのか な なのか 明であ 、ど

らが に した の に近いのか が しい。ただ 期の を すると

は ないながら が い れの遺跡資料からも れるが、 化 子の 出は

が 分に していないこともあ 、 である。 では な はなかなか

であるが、 ま まな から を し、その をす 合わせて分析してい ことが

と る。

３）宮ノ台式土器を とする 大塚遺跡の では、 と の が 出 れ 、

3000 点 上の土器 完形土器の を したが、 などの は１点も 出 れて

いない （佐々木 2017）との がある。一方、 子 池子遺跡の では、宮ノ台式土

器から 28点、 ２点、 点を し、 が とな が う 向が れている（遠

藤 2018 ）。

４） ながら一次 では土器型式 の 土器点 を していないが、二次 では宮ノ台式

27 点、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点、下戸塚式 829 点を している。この からも下戸塚式土器

が 土器の と どを めていることは で、また午王山遺跡の弥生土器の型式 もそれ

ど わないと る。

） 地系と れる久ヶ原式土器ではあるが、松本　完によれば午王山遺跡で久ヶ原式土器の を出土す

る遺構は せ 、124 中 の住 から山形 の が出土しているが、その と ど

が 資料であると述 ている（松本 2007 287）。
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用

野　 ・田川 1991 による土器 の 古 と 日本 化 会

24 13 36

遠藤英子 2012 期末の土器 に れた 野県 古 会 140 野県 古 会 43

59

遠藤英子2014 から た、 東地方の 弥生  A 平成25年 (A) ・

土器・ を中 とした日本 島 化 合の形成に する 2 東 大

大 社会系 ・ 部 古 16 23

遠藤英子 2016 で が まったころ 紀 2

遠藤英子 2017 中 原遺跡出土弥生土器の 松 中部地区遺跡 Ⅳ　中 下原遺跡

Ⅱ　中 中原遺跡Ⅱ（ 時代編）中 宮平遺跡　中 原遺跡　二本 遺跡 富岡 教 会

319 327

遠藤英子 2018 土器 から た 谷 周辺の弥生 （下） 谷 10 24 31

遠藤英子 2018 池子遺跡出土弥生土器の 子 分析 弥生時代　 の 池子遺跡を

する 山 平編　 一 89 104

遠藤英子・ 瀬 2013 による 県西志 遺跡出土土器の 明 大

17 13 25

尾形則敏 1998 志木 田子山遺跡の弥生時代後期の について 田子山遺跡第 31 地点の弥生時代 21

号住 跡出土の資料 あらかわ 号　あらかわ 古 会 35 53

柿沼 2009 ・意 午王山遺跡にお る岩鼻式土器 南 東の弥生土器 2 ～後期土

器を る～ 東弥生時代 会　 弥生土器 会　 代 谷遺跡 会編　 古

16　 一 193 202

柿沼 2013 川下流域弥生時代後期土器に する 古 48 古 会 5 28

柿沼 ・遠藤英子 2019 下田遺跡出土土器の 下田遺跡 3(3 区・5 区 ) 戸 教

会 483 496

佐々木 2017 　土器の から る弥生時代の 料 に稲 が ってきた

　平成 29 年 　図 74 75

篠原 大 2009 南 東・東海東部地域の弥生時代後期土器の地域 と に菊川式系土器の東 北

東 地域 の について 南 東の弥生土器 2 ～後期土器を る～ 東弥生時代 会　

弥生土器 会　 代 谷遺跡 会編　 古 16　 一 246 254

篠原 大・ 一生・中山 二 2012 資料から た 岡・清 平野にお る の

・ による弥生土器の の分析を中 に 岡県 古 43 47 68 

瀬 ・遠藤英子 2010 県志木 田子山遺跡第 31 地点弥生時代 21 号住 跡出土 化 子の分析

古代 紀 12 明 大 3 13

代 1993 ・ ・ の と 吉 一 生 記 集 261

281

 A    2007       

( ) B (  )     ( 5800 B )   
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         A    

 16 481 494

一郎・遠藤英子 2017 弥生時代中期の 式土器分 にお る 資 環 と 類

明 大 黒 石 1 22

佐 一郎・ 2005 土器 による の き 岡 蔵 化

松本　完 2007 武蔵野台地北部の弥生後期土器編年 の弥生時代 弥生土器 会　 一

263 290

屋　 2014 東 西 にお る弥生時代の 用 を用いた と 東

大 古 紀 28 81 107 

遺跡 会・ 教 会 2013 ・ 上遺跡（第 18 次・第 19 次 ）

蔵 化 51 集
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第２節　東日本の環濠集落からみた午王山遺跡

                                                                                                                         小 倉　淳 一

１　はじめに

　午王山遺跡は南 東地方にお る弥生時代後期の環濠集落の としてよ られる

である。しかし、遺跡 の小区域を とした が に進行したこともあ 、これま

でその については 明が進 できたとはい なかった。また、環濠下 からの出土資

料が ないなど、環濠の 時期が しも明 ではなかったことも、本遺跡の

を し してきた。

　今 の 成にあたって、これらの を し午王山遺跡の環濠集落 を 構

成することが、今後の弥生時代集落およ 社会の に資することは を待たない。午王山

遺跡を東日本の環濠集落遺跡としてどのように るかについての は、本 を

もって本 に まることとなるは である。

　筆者はこれまで 東地方の環濠集落を集成するとともに、それらの大 な 時期、環

濠の 、 などについてい つかの を行ってきた (小倉 2015 16 17)。中期の

環濠とそれ の環濠との間に の上でかな の があ 、後期の環濠は 土 の点で

も小型化が進 、 化 れた環濠として れていることについて を 示しつつ

てきたところである。

　本稿ではこうした 点に き、これまで本 な に しかった午王山遺跡の環濠の

あ 方を するとともに、その に する の をまとめてお こととしたい。筆

者の では東日本 を うことは か荷が いこともあ 、 に 東地方の環濠集落を

中 として の について て ることをおことわ してお 。

２　午王山環濠の全体像

a．３条の溝の存在

　午王山遺跡はすでに一部が 平 れ、遺跡南部を中 に 地形が われている部分がある

が、これまでの 15 次に の成果を にすると な とも３ の溝の を めても

よ そうである（第217図）。 会ではこれをＡ溝 溝 溝と した。

Ａ溝は午王山 部の平 を中 に れ、集落 の の 住 を 溝で、環

濠と ているものである。第２次 第３次・第４次 第 次 第 次 第 10 次・第 11 次

などで 出 れ、遺跡北 の に って した において れてい

る溝にも いているものと られる。Ａ溝の に、一 してＡ溝と 行するように

れたように る の小 な溝が 溝である。第２次 第３次 第４次 第 次

第 10 次 において 出 れてお 、 地 による地形 を行った 果、この溝は

周せ 、遺跡北 の で れるものと られる。Ａ・ 溝間の間 は第２次・第 次

区において最も 、第３次 区およ 第 10 次 区においては間 が が

12 となる。これらの溝とは に、 を めながら下ってい 午王山の西 部を南
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北方向に る溝が 溝であ 、第２次 第 13 次 区から 出 れている。この溝は南部

の において が れてお 、 に いながら を ように れたもの

と られる。なお、本稿では 溝を の環濠と るが、本来の意 においては 濠

という で 方が であろう。

b．環濠の時期と重複遺構

　午王山遺跡では、Ａ溝においてその中 上 を中 に土器の出土が であ 、 溝で

は出土遺 は な 、 溝においては と ど遺 が められなかった。

　 の 成にあたって、本 の中で柿沼 が土器編年の から時期 の 遺構

を明らかにしてお (柿沼 2019 本 第３ )、その成果によると、午王山遺跡は弥生時代

中期後半から後期後半までの集落遺跡であ 、その は後期中 前後にある。また、環濠

は東 の土器型式に らして後期前半の久ヶ原Ⅱ式期古 に れるものと られ

る。この時期は柿沼による 地域の土器編年では下戸塚式中・古期に し、 下戸塚式

中・新期になると環濠と する形で時期を できる 住 跡が営まれる。Ａ溝上に

られる第４次 50 号住 跡、51 号住 跡、 溝上には第４次 52 号住 跡が構 れている。

なお、出土土器の からはＡ溝と 溝との間に時間 な が するとは い れない。

また、下戸塚式新期になると第 次 区 62 号住 跡が構 れる。これら下戸塚式中・新

期から下戸塚式新期にか ては久ヶ原Ⅱ式新 に すると られる。

　このように出土土器と遺構 の に 集落の からは、午王山遺跡の環濠

が れてから するまでの時期が久ヶ原Ⅱ式期の中に まること、久ヶ原Ⅱ式新

において溝の が まることを することが である。なお、 溝については時期を

することができない。
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第 217 図　午王山遺跡の環濠推定復元案



　　　　第２節　東日本の環濠集落からみた午王山遺跡　

‐ 159 ‐

c．多重環濠の推定

　これまでの にお る成果を 合すれば、午王山遺跡の環濠は、地形上の最 と

の 化を意 しながら れているものと られる (第 217 図 )。Ａ溝は 25 の午王

山最 部を ように れ、その周 の 下った部分にＡ溝を ように

溝が れる。 溝と 溝との間 は第２次 区で 60 を 、 溝はある時期の集

落域の西 部を区 するかのように る。 溝との については として、Ａ溝と

溝はそれ れ に れたものがたまたま に 行する形となったものではな

、溝 の平 図上での を る 、ど らかの を意 しながら れた

ものと る方が であろう。その 合は、わ わ 住 間を 小するように後から

に の大きなＡ溝を ったとは に い。 は めに午王山の最 を意 し、

Ａ溝を環濠として した が いのではないだろうか。 はその 溝を 時に

したのか、それとも後になってＡ溝の に 溝を したものなのかということである

が、 な ともある時点ではＡ溝 溝ともに機 していたと られよう。すなわ この

が正しい 合には、午王山遺跡には二 環濠の時期があったことになる。

　また、前 で れた通 、久ヶ原Ⅱ式期新 のう に 溝が した が いこと

は、Ａ溝、 溝が から二 環濠として成 していたという と しない。 の っ

た環濠が本来の を っていたとい るのは、久ヶ原Ⅱ式期中のある時点までに れる

と ておいた方がよ そうである。

d．環濠集落の規模

　上記の成果から午王山遺跡の溝の を して よう。Ａ溝を環濠とすると、

153 、 93 となる。 溝の は 172 とな 、一 大きな を区 する。

Ａ溝の周 は 419 、溝を の は 11 589 と れる。 溝は 周しないこ

とが前 ではあるが、Ａ溝の も めて 14 000 の を区 すると てよいの

ではないだろうか。これらの溝は午王山の 部を 、集落の を明 化したもの

とも られよう。それではどの の溝であったのか、 時の を に る

点から、 な方 によって 土 を もることにしよう。

　これには小宮 雄が 大塚遺跡の環濠 土 の を行った が となろう

(小宮 1991)。 遺跡においては 時の生 ( 地表 )が に 平 れることな

していた部分が いことから、環濠 が 時の を していたと でき

る があ 、環濠 の平 から 土 を もることができた。その は古い

環濠 ( 環濠 )で 2 730 と れ（１）、 そのものに 者１ あた １日３ の

としての 910 、 土 と土 のためにその半分の日 がかかると もって、30

がか で １か 半の が れている。

　午王山遺跡の 合、第 217 図に示したＡ溝の周 が 419 と である。遺跡上

は によ 平が進行してお 、弥生時代の生 の は に い（２）。このため、

最も がよいと できる第２次 区 ( 第２号溝として ) を 用して に

を行った。この溝の最大幅は３ 、 は 1 5 1 7 である。３か の 図

が れてお (本 129 第 192 図 )、このう 北 （ ）と中 （ ）の が溝
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第 218 図　関東地方における環濠の推定面積（小倉 2015 を改変）

第 219 図　関東地方における環濠の推定周長（小倉 2015 を改変）

第 220 図　関東地方における環濠の推定掘削土量（小倉 2015 を改変）
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第 221 図　環濠面積と環濠周長の相関（小倉 2015 を改変）

第 222 図　環濠周長と掘削土量の相関（小倉 2015 を改変）
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の に 直 していることから に していると した。北 の溝 の は

2 26 、中 部の溝 は 2 14 と したため、この平 を 2 20 とし、周 を

るとＡ溝の 土 は 921 8 となる（３）。

　 溝は の 示が ではあるが、図上では 284 と した。Ａ溝に て小型の環

濠と られ、なおかつ上部が 平 れている であったため、 のよい第３次

区を 用して した。溝幅は最大で 2 3 、 は最大で 1 2 である。 には

４ の 図が れてお ( 本 129 第 192 図 )、このう のよい 、

の はそれ れ 0 49 、0 47 であった。これらの平 を 0 48 とし、 溝の

を 、 土 を 136 3 と した。 溝の はＡ溝に てきわめて小 いこと

もわかる。

　これらの はあ まで目安となるものではあるが、２ の溝の 土 を合 すると

1 050 を ることになる。中期の大塚遺跡が 230 を 、溝の 形も 台形

で しっか と られた環濠であるのに れば は小 いが、これらが 時期に

れた 環濠であるとすれば、 にかかる はの 350 とな 、10 で

35 日、 土の に らにその半分の が と れば、環濠の と には 10

で 50 日 上 (52 5 日 ) かかる となる。

　こうした をもとに、 東地方 の環濠集落のなかで午王山遺跡の について

て ることにしよう（第 218 図 第 222 図）。環濠 については、 東地方において

の できる環濠集落 の中では中 であるが、中期の環濠の方が 大きい 向に

あ 、後期から古墳時代前期にか ての環濠集落に って れば 大型の部類に る（第

218 図）。溝の （周 ）については、 溝は 周しないため であるが、Ａ溝は

は 後期の環濠としては い（第 219 図）。 と周 の を 化したの

が第 221 図であ 、午王山遺跡が 期の中型集落からは の において 出た であ

ることがわかる。

　 れる 土 についても の 向を めることができる（第 220 図）。午王山遺

跡のＡ溝は後期から古墳時代前期にか ての環濠集落の中では 土 の いことが

れ、 土 と周 との （第 222 図）においても の大きなことがわかる。

これに して 溝はＡ溝に て がきわめて小 、 周しないことを し いても

期の中型集落に して 土 が ないことが れる。

　このように、Ａ溝と 溝の の からの大きな いは、集落の 地表 がある 平

を ているとしても、 者の間に できない が することを示しているとい る

だろう。これは類 が ないながらも 東地方の 環濠の として できる かも

しれない。

e．環濠の付帯施設

　環濠の 営に してた た となるのは 土の と土 木 などの のこ

とである。午王山遺跡においては目 った遺構は れておら 、今のところこれら

の を に することはできそうにない。 環濠という前 に てば、一

に 環濠と 環濠の間、あるいは 環濠の に土 が られることなどを できる
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こともあろう。午王山遺跡の 合、環濠集落１期の 住 跡は 環濠であるＡ溝から

におおよそ 上 れて構 れてお 、 間 な の した かに、 土を に

る行 がな れたなどの は れよう。 東地方の環濠においては して土 に

する は しいが、 県日 平遺跡では環濠 に 土を った 跡が めら

れるという (小池 2003)。 野を西に れば、 岡県川合遺跡 ( 岡県 蔵 化

1985 90) において土 の 土が 出 れている か、 県 島遺跡においては、土

遺構と を った中期前 の二 環濠集落が れている (赤塚 か 2002 第 223

図 )。 れたのは集落のおよそ半分であるが、 地に営まれてお 、大塚遺跡の環濠に

類 した と られる。溝の に 20 どの の 土があるため、溝と溝の間

に小 な ま のある部分が められる（４）。午王山遺跡が 環濠をもつと仮 した 合、

Ａ溝と 溝との間に土 を できるかどうかは であるが、 島遺跡 のように溝の間

が っておら 、その の にも しいため、溝間が土 の構 を前 にした 間であっ

たという は られない。

第 223 図　猫島遺跡の環濠集落（赤塚・石黒ほか 2002 を改変）
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　その かに環濠の として できるのは などの であるが、 にその

と れるのは、溝 に の が められ の が できる 合であ 、

大塚遺跡 (武 編 1991) においてはその があるものの、 の が っていた

わ ではない（ ）。また、環濠の中にはある した部分に 化 が れている 合

がある。こうしたものを日 用していた通 として ることも であろう（ ）。

　これらの が するとしても、かな 意 、なおかつその を前 に な

れば 落としか ないことにも 意が である。たと ば 台遺跡 ( 島 か

1965) においては、集落 に営まれたと られる大型方形周溝墓の が のかな 後

になってから れているが (安藤 1992)、これは 時には方形周溝墓という墓がまだ

られておら 、その が していたことが している。また、近年になって

遺跡の中 近に の が した が れてもいる (鈴木 2017)。

午王山遺跡においては遺構が 集してはいるものの、環濠が東西方向に をも 、南東

部に墓域をもっていたことがわかっているだ に、集落に う の を 意 進

めてい があろう。

f．集落域と墓域

　午王山遺跡では第１次 区と第 10 次 区から方形周溝墓の 出を てお 、環濠

に墓域を営 ことも できる。方形周溝墓は四 の れる形 に古い のものと

周する のあるものが するようであ 、 者の間には時間 を することも

である。前者は中期に められるため、宮ノ台式期の集落に う も れる。こ

れらが集落に近い に造営 れていることは、午王山の 部に形成 れた 期の集落の

に らしても である。ただし集落に 近い第４号・第 号方形周溝墓に う遺

はな 、土器から時期を することはできない。第２号方形周溝墓には中期・後期の土器

が、第３号方形周溝墓にも後期の土器が られることから、第１次 区の方形周溝墓の中

には環濠の時期に うものが する がある。墓域は本来 らに がっていたことで

あろうが、 平を て していない部分も い。

３　東日本の環濠集落と午王山遺跡

a．午王山遺跡の可能性

　日本 島の環濠集落は 期の 稲 に う 化 の とつとして 島に

れ、北部 地方から中部 東地方まで い にわたって営まれたことがわかっている。

地方では 県原の 遺跡 ( 田 か 2005)、 岡県 遺跡 (川道 か 2016)、 県

平塚川 遺跡(松尾 か2001 04)、佐 県吉野ヶ 遺跡( 谷 か2015)などがよ られ、

近 地方の大 池上 遺跡(第２ 道 遺跡 会1970)、 県 古 遺跡(藤

田 か 2009)、 県下 郷遺跡 (川 か 2017)、東海地方の 県 日遺跡 (石黒 か

1991)などの大型環濠集落も である。ただし東日本の環濠集落には 大なものは な 、

東地方においては環濠に まれる がおよそ 30 000 までにとどまるものが と ど

である（ ）。一方、 東地方では遺跡の が 、弥生時代を中 として溝を つ集落

の は 200 上にの っている。その中でも環濠の を できるものは
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のところ 30 に られ、午王山遺跡もその一 に加 ることが である。

　それらの中でも環濠集落が に集中 に れているのは 域である。 川

川流域では に れた大塚遺跡、その墓域である 土遺跡などをは めとする

弥生時代中期後半の環濠集落が おきに点 する 子が 明してお 、 島にお る弥生

社会の を するための の を している。この地域では土器編年 の 化

に って流域の遺跡 を に しようとする が いてお 、弥生集落の構造

を するとともに、 社会の に する もまた ま を せている。

　午王山遺跡の環濠は 川流域の弥生時代後期社会を 明するための となるものである

が、周辺の遺跡 との を とした分析を進めてい ことによ 、東日本にお る弥生社

会 の 向を るための な となることが期待 れるものである。

b．東日本の環濠集落の特徴

　 東地方を中 として、東日本に する環濠集落の についてまとめておこう。

　環濠をもつ集落の形 は、 東地方においては弥生時代中期後半から一 化する。これは

直前の時期から東海地方からの を大き ためと られる。 東地方においては弥生

時代前期の 集落の は明 でな 、本 な 集落と れるものは中期中 からで

あ 、神 川県中 遺跡 ( 地 か 1997 合 か 2015) で集落、墓域、生 域の 出を

ている。 時期の遺跡は 県池上 小敷田遺跡 (中島 1984 吉田 か 1991)、 県 代

遺跡 ( か 1996) などで れているが、中 遺跡の が最もよ まとまっている。

この時期に から を て して る方形周溝墓の形 が東海地方との

な を っている。ただしこの時期には環濠の は明 ではない。

　 東地方の集落に環濠が するのは弥生時代中期後半の宮ノ台式期になってからであ

る。宮 台式土器は 岡県域の白岩式土器との が い土器で Ⅰ期からⅤ期までに区分

れてお (安藤 1990)、 述した 域にお る環濠の はⅢ期のことである。この

時期に東 を中 とする南 東 地で環濠の形成が まるものと られ、 県域の

川流域に する 原台地、 島川が 沼南 域などでも 型 な環濠集落が形

成 れる。ただし 宮ノ台式期といっても、環濠の形成時期には があ 、Ⅲ期の後には

Ⅴ期に環濠集落の形成が になる (安藤 1991 大村 2005 小倉 2017)。その後は上 地域

の一部を いて の集落が一 するようで、 の環濠集落が営まれた 川流域に

おいても、 の遺跡が を している。

　後期になると 集落が増加するとともに、環濠の造営も れるが、中期 の環濠

に して、後期 の環濠は およ 土 の で て小型化する。午王山遺跡の環

濠が営まれるのは後期中 と られ、 東地方においては後期後半から古墳時代 に

か ては らに小型化する集落と 大型の集落とに分化して集落 は 化するもの

と られるが、 がて してい 。

　これら環濠集落の 地は、 東地方では 地との から の台地上にあ

ると られていたが、その後 地に 地する集落の も められるようにな 、その

に する も進 でいる。その については大塚遺跡をは めとする台地上の集落

を 集 とする もある ( 田 2011) が、 遺跡については流域の最 の 点として
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第 224 図　関東地方における弥生時代中期・後期の環濠・条濠を有する遺跡の分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小倉 2015 を改変）



　　　　第２節　東日本の環濠集落からみた午王山遺跡　

‐ 167 ‐

て台地の で 地から れた に 住したとする意 (石 2010) もあ 、 ら

れた 地の を に進めるための がな れていることも しうる。

　また、 東地方の環濠集落は分 に しても である。中部地方 東に られる環濠

集落のう 平 に するものは 県域までに れる。 には 川を

として 東 北には と ど分 しないことがわかっている (第 224 図 )。これは方形

周溝墓を う集落遺跡の分 とも な 、弥生 化の地域 を示す の一 と られるも

のである。環濠の分 には、東海地方からの 化 を ながらも の 化 を

てそれに していった 東地方の集 の が示 れていると る きであろう。

　これら環濠集落に しては、 としての についての が 示 れてい

る。これは 述の 大塚遺跡の環濠の が明らかにな 、その が を めた集落

の を と せるとしたことが 機の とつとな 、その後佐 県吉野ヶ 遺跡において

大型の環濠集落が れたことによって増幅 れた であるように られる。環濠を

として し、社会の に したものとする は い ( 佐原 1979

出 1983 89 武 1986 )。しかし大塚遺跡の環濠 も、その と から

としては 分であるとの に 、環濠の構 に集落域を して集 の を示

すための としての を加 る ( 本 1976) も られ、 では東日本の の

環濠の としての 用 については の 者が な を表明している (石黒

1988 90 96 中間 1990 篠原 1999 久 2001 小出 2006 07 11 )。

　なお、安藤 道は 一 な では環濠の意 と 域 な を ることはできないと

して、環濠の機 を に る きではないとしてお (安藤 2003)、 用 に する

点 の の が環濠の意 に する を しか ないことに 意を して

いる。

　 上のような環濠集落に する をもとに、午王山遺跡をどのように できるだろう

か。 下では午王山環濠の について して ることにしよう。

c．午王山環濠の特質

　これまで述 てきたように、午王山遺跡は弥生時代後期前半期に する 環濠集落遺跡

と られる。集落 はＡ溝とした環濠 でおよそ 10 500 を 、 に られた

溝で区 する も めると、およそ 14 000 となる もある。これは、 東地方の

弥生時代の環濠として を することができる の中では 小型の部類に する

ことになる。しかしこれは中期の環濠集落の の平 が 20 000 を前後するためで

あ 、 な後期の環濠集落の平 ( 7 900 と ) から ると、弥生時代

後期としては大型の部類に る。 後期の環濠として の上で最も近いのは、神 川県

の大
おっ ら

原遺跡 (鈴木 か 2011 第 226 図 ) であ 、 県 川町の倉 戸遺跡 ( 木

編 2006 第 226 図 ) もその があるが が れてお ではない。これ

を る の環濠は、東 北区赤 台遺跡 (大谷編 1992 第 225 図 )、新 区下戸塚遺

跡 ( 菊池 か 1996 第 225 図 ) などであ 、14 000 21 000 の となる。 東地方

の弥生時代後期に ってい ば、午王山遺跡は 大型の部類に 、 が

も進 の い な環濠集落遺跡とい よう。
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第 225 図　関東地方の弥生時代後期から古墳時代前期における環濠の規模比較（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小倉 2015 を改変）
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第 226 図　関東地方の弥生時代後期から古墳時代前期における環濠の規模比較（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小倉 2015 を改変）
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　また、午王山遺跡の 地は 川 地を 下ろす した台地上にあ 、 な を示し

てもいる。 の上を めた集 が最 をめ る環濠を してその に に 住し

た とい るだろう。環濠の 幅 から 用 な機 について な はでき

ないが、後期の環濠集落として れば、Ａ溝の は のよいところでは 述の下戸塚

遺跡 神 川県 瀬 神 遺跡 ( 川 か 1992 第 226 図 ) のそれに する。後期と

してはしっか られた環濠であると することができる。

　 らに午王山遺跡の大きな は、 環濠にある。 環濠そのものは 地方をは

めとして れてお 、環濠の に本来 に う の とつと られるが、 東

地方ではあま 目 れてこなかった。その は明らかで、 の できる遺跡の中に、

環濠と れるものがこれまで と ど しなかったためである。したがって、午王山

が二 の環濠であるとすれば を できる な となる。

　中期後半 においては、 の溝を 出した集落遺跡として、神 川県 野 田台遺

跡 ( 戸 か 1989)、 県 ヶ 西
いばら

原遺跡 ( 藤 1999) などが られるが、 田台遺跡

は出土する宮 台式土器の の 果、中期に する溝が時期を て営まれた であるこ

とがわかっている（安藤2013）。また西原遺跡は部分 な であ 分時期がはっ

き せ 、溝が するとも に い。溝が するからといって、直 に 環濠

集落とは できない し がある。 に、 県木更 島塚Ａ遺跡 塚 遺跡

(岡野編 1994・1997 編 2001 島編 1992 第 226 図 ) の も一 すると二 環濠

第 227 図　花ノ木遺跡で検出された溝（新屋ほか 1994 を改変）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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に るが、 は中期の溝、 は後期の溝だという。

　一方、後期の 県域には 花ノ木遺跡（新屋 か1994）、 いたま 中 前原遺跡(

野 か 1980) で の環濠をもつ集落遺跡の がある。

　花ノ木遺跡では に る台地を るように から環濠１・環濠２の２ の溝が

出 れている（第 227 図）。 を きながら東西に する溝であ 、 の環

濠２は が小 い。この の は午王山によ ていると られ、 い。た

だし、部分 な 出であ 、環濠集落の は 明していない。小出輝雄は 環濠の

に する方形周溝墓と 住 跡の時期 によって環濠の時期を久ヶ原期としている (小

出 2007)。環濠２からは出土遺 が な 、土器の点からは 環濠の 時 を すること

は である。

　中 前原遺跡では第 1次 において 3 の溝の が れている（第 228 図）。

かに の２ の溝は 行し、最も の溝も類 した を いてお 、 環濠の

がある。 には から １号 形 ２号 形 ３号 形 と

れた溝が られ、２号・３号は近 して するように る。しかしながら、 溝は 前

からもわかるように 形 が な 、 一の を つ 時 の溝と ることは

れる（ ）。１号は２号に して小型の溝で、その点では午王山遺跡の 溝に類 するかも

しれないが、 時 を する には だ しい。 においてはあら る を

示しながらも、３ の溝の 時 には な が示 れている。また、これ の を

第 228 図　中里前原遺跡第１次調査区で検出された溝（秦野ほか 1980 を改変）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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めても溝の は明らかになっておら 、集落の についても明 にし ない。

　これらに して午王山遺跡は が で、なおかつ集落 も追うことができる

点では、きわめて の を ることができる遺跡であることがわかる。

　 て、このように 東地方においては な ともい る午王山遺跡であるが、環濠

の集落の 子は弥生時代後期にお る一 な環濠集落と大きな いはな そうである。

東地方では中期の環濠集落においては環濠 に 住 跡が 集するように分 し、大塚遺

跡のように 倉 と られる も められる がある。また、一 な 住 跡よ

もかな 大型の住 跡が 部に まれることもあ 、大型方形周溝墓が または 、集

落 に営まれる も られる。後期の遺跡においては の 住 跡が れる 向

はあ 、大型の 住 跡も するが、集落 に営まれる な方形周溝墓などは で

はない。午王山遺跡も大小の 住 跡が い で分 するもので、 東地方の環濠集落

部の 本 な構成から するような は せていない。

　一方、東海地方において午王山遺跡と時期が近 、 かそれに近い 環濠集落の

な として 岡県 松 遺跡 (鈴木敏 か 2008) が られる。 地に営まれ、南

北 150 、東西 120 の で平 形が 形をしてお 、幅 11 14 の に の

第 229 図　伊場遺跡の多重環濠（鈴木敏ほか 2008 より）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環濠がめ るもので、溝と溝との間には土 が すると れる。南東部分が である

が、 する溝の 子からは弥生時代後期にお る 時 が明らかである。溝 からは木

なども れてお 、 では 分に 用の機 を ていたと る と

れている ( 79 )。しかしながら、 遺跡は北 に がる大 環濠集落である 時

期の 子遺跡（ ）（ か 2017）に隣 し、環濠 から した の を するも

のと れてお (寺 1998)、環濠 部も 周 を つ平地式の住 跡によっ

て構成 れるなど、大小 の 住 跡が環濠 に 集する午王山遺跡とは なる

を つものと れる。

　こうして ると、 住 という な 住 を する午王山集落が

の台地に 地して 環濠を るという は、後期 の集落として のあ 方を

示しているのではないだろうか。中期 来の環濠集落 の住 を形 に しつつ、

東地方には ない 環濠を することは、午王山にお る環濠集落の一 と

の をあらわしているように られる。こうした点でも集落の を する

ことができる午王山遺跡は、東日本の弥生時代社会 を する上で な とい る

だろう。

おわりに

　 上のように、午王山遺跡にお る環濠の なら に 東地方を中 とする東日本の

環濠集落から たその について て た。今 の の 果、午王山遺跡が 東地方

にお る弥生時代後期の環濠集落としては 大型であ 、環濠そのものもよ ま

れていることがわかった。また、類 の ない 環濠集落として することが であ

、 した台地上に 地するといった を することも できた。こうした は

弥生時代後期の 東地方の集落のあ 方を するために な 点を するものと

られる。環濠集落には 時の社会 が れていることは間 いな 、 川流域の弥生

時代後期社会をよ してい ために、本遺跡 は ことのできない として大

きな をもつことが明らかとなった。

　今後は、午王山遺跡それ の 部構造の を進めるとともに、午王山遺跡を

とした 川流域の後期集落遺跡の を し、その に一 の 通しを てるこ

とが となろう。すでに 東地方では 川流域の遺跡 において中期の集落 に する

が ま つつある。 川と 地の において 川流域を る をもつこ

の地域で集落の 集落 の を明らかにすることによって、東日本の集落 に

らに かな を加 ることができるだろう。午王山遺跡の は、弥生時代社会の 明

につながっているのである。

　本稿をまとめるにあたっては、石川日出志、遠藤英子、柿沼 、佐藤康二、鈴木一郎、

鈴木敏弘、前田秀則、 県教 町村 部 化資 、 教 会 の

にご を った。記して 謝 し上 る次第である ( )。
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１）小宮は 原図から を したものと られるが、筆者は後に をもとに を

た (小倉 2015)。その には 環濠で 2 915 という を ている。 にＡ環濠についても

すると1 896 とな 、 直 れた環濠は の上では の進 だものであることが れた。

２） 筆者は 東地方の環濠の を する に の い環濠 をと あ て を行った

(小倉 2015)。 時の生 が れている は られていることから、 の に てＡ

の類型を て の前 とした。今 新たに した午王山遺跡は類型 に分類 れる (第 220 図 )

が、これは 溝の上 が 平を ている、あるいは 図と環濠 のなす が 明 などの

で、 の が 明 なもの。 のよい から を せ るを ない 合が い。

という に則ったものである。

３）ただし第 217 図に表 した通 、遺跡北部の溝などは 小 であるとも られる。

４） 小出輝雄はこれを 濠の 上 た土を ったと られる土 遺構 と 、 のために

である どの の土 を いているとも ない ことから、 を増 するためのものでは

な 、 な意 合いにつながる と ている (小出 2011)。

） 地遺跡公 では に合わせて集落 として木 が れたが、 に が っていたのは

のために 平 れた環濠西 部である。

） 田原遺跡において環濠 に の 化 を 出している。 そのものは 1980 年代であるが、

遺跡は 東地方で環濠の の 明しているものとしては最大 の集落遺跡である。

） 本西原遺跡は 川本流に する台地上の環濠集落で、集落としての は 70 000 上

と まれている (石 か 1980)。ただし、 は部分 に行われているに 、 域を環濠によっ

て まれているかどうかは 明で、台地の南北で できる溝は時期を にする もある (小倉

2017)。

）３号 形 には第 号住 跡・第 号住 跡が しているが、第 号住 跡との新 は明らかで

な 、第 号住 跡は３号 形 よ も新しいという が 示 れている。

） 子遺跡は 遺跡など周辺の 遺跡とともに 遺跡 を構成し、集落は 上に してい

る。これまでに 20 次を る が行われてお 、本稿では最近の として第 18 次 の

を た。
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第 3節　午王山遺跡出土弥生土器の編年的位置づけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿 沼　  

１　はじめに

  本稿は、午王山遺跡の 遺構である弥生時代後期の環濠集落の成 と を明らか

にするために、時間 と 化 系 を土器によって述 ることを目 とする。午

王山遺跡を せる武蔵野台地周辺の弥生時代後期土器編年 は、 に 1970 年代 、岡

本孝 の久ヶ原・弥生町式 行 を 機とする （久ヶ原・弥生町 ）にあった

が、近年、一 の方向 が つつある。

  2000 年前後の研究概況　2000 年前後までの松本 完 と黒  による （

南 東の弥生土器 行 会編 2005）では、 者ともに原 とも る 前の 弥

生式土器 成図 （森本・小 編 1938・1939）、 後の 弥生式土器集成図 （小 ・

原編 1968 ・ ）が 南 東 という の領域を に し、 一の土器 化 とし

たところに の があるとしていた。こうした 意 をもとに、黒 は、 二

池遺跡の分析から二 池式を し（黒 2003・2005）、松本 は新 区下戸塚遺跡出土土

器の分析（松本 1996）、更には 午王山遺跡とその周辺遺跡の土器 を分析した（松本

2007）。前者は東 西 域（ 川下流・ 川下流域）の、後者は武蔵野台地北半域の

後期土器 の と編年を な領域から しようとした点に意 があった。更に、東

東 域を とした編年 では、大村 直 が 原 周辺の土器 を分析し、後期前

半に久ヶ原式を き、後期後半には山田 式を した（大村 2004）。 弥生町式 という

を 用せ に 山田 式 を用いたのも、地域 から土器編年を 構 しようとした

と られる。

  一方、 田 は 式 の から後期を３期区分し、Ⅰ期が久ヶ原式で、Ⅱ・Ⅲ期

に つの 式 に分かれるとした。篠原 大 の 末 と の （

島 1994）も れて、 の 形 の分 を に 地域の 式（ 末 ・

）、東 東 地域と 半島の 式（ ・ 系 ）、

者が する東 西 の南武蔵 式に分 地域区分した（ 田 2005）。更に、南武蔵

式の は つの地域 があるとし、第一の地域 が ・川 ・ 川下流域、第二の

地域 が 川下流域の一部を 武蔵野台地一 、第 の地域 が大宮台地南 とした。

  2010 年以降の研究概況　2010 年の 藤 の 下戸塚式 の は、武蔵野台地北半

の後期中 前後の土器の をよ たものであ （ に１式）、 をなす き

を ていた（ 藤 2010・2018）。 藤 は、武蔵野台地を 神田川流域にある下

戸塚遺跡の環濠 住 から出土した を に、松本 の という から

を行い、その成 に東海地方の菊川式の があったことを めつつも時間の に

って の をたどったとした。一方で環濠 の土器 は、久ヶ原式の を

しつつ平行区 と下向き を として の を 川 系 いに

していったとする。そして、前者を下戸塚１式、後者を下戸塚２式と することを

した。
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　2014 年、古屋紀 は 田 藤 の地域 の を れながら を加

て、南武蔵地域を北部 式と南部 式に二分し、その を目黒川としている（古屋 2014・

2015）。南武蔵南部 式は 川下流域と 川流域が中 域で、 北 中の北

川谷遺跡 の土器編年を行い時間 の とした。後期前半は 区 の ・山形

と を とする久ヶ原式土器 で、後期後半には北部との が

川北 まで下が 、 は 山形 系 の 化が進 、 台 に が

るようになる。南武蔵北部は、武蔵野台地東部は後期前半には久ヶ原式土器が分 する

が、北半では筆者の （柿沼 2013）を れて白子川流域を中 に北武蔵の岩鼻式の

南下があって久ヶ原式と 成するとした。そして、後半には菊川系の が まる一方、

にお る 合 縁の 幅 一 の など久ヶ原式の が に する、とした。

2018 年には と近年に るまでの 向を し、久ヶ原式と弥生町式に代わ

る 式・型式 の を次のように 示した（古屋 2018）。

 古屋 が後期後半の南武蔵南部の 式（型式） に久ヶ原式、弥生町式の を用いる

ことに しているのに し、安藤 道 は 原 の久ヶ原式、弥生町式、前野町式

という の と の資料による 編成を している（安藤 2015 ・2015 ・

2017）。その方 は、山 清 の 土器 の 分析を に、 の を 縁部

（Ⅰ）と 部（Ⅱ）に分 、その構成を型式 に 直すもので、久ヶ原式に しては菊

池 次 の久ヶ原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ式を し す きとしている（１）。そして、南武蔵北部

域の な 末 区 の幅 、 を 用する な 合

縁を弥生町式土器と ことも 分 としている。 下、安藤・ 藤・古屋 の と

松本 完 の下戸塚遺跡 午王山遺跡 に する分析 果（２）を 本 に、一部

を加 て午王山遺跡出土土器を分析してい ことにする。

後期前半 後期後半

東京湾東岸 久ヶ原式 山田橋式（久ヶ原式系）

南武蔵南部 久ヶ原式 大原式（久ヶ原式系）

南武蔵北部 下戸塚式前半

菊川式・久ヶ原式混在

下戸塚式後半

狭義の弥生町式（東海東部・相模系）

仮称田端道灌山式（久ヶ原式系）

２　午王山遺跡出土土器群の段階区分　
　午王山遺跡出土土器については、松本 完 の精緻な分析による れた編年 があ （松

本 2007）、大方は することに はない。ただ、筆者は かいい つかの点で をもっ

てお （柿沼 2009・2013）、次 では 時点の も れながら記述を進めることにする。

め が、午王山遺跡出土土器から た集落形成の 区分は次のとお である。１期・

２期と時期区分せ としたのは、 があるとは らないからである。

第１ 　弥生時代中期後半　宮ノ台式Ⅴ期

第２ 　弥生時代後期前半　岩鼻式２・３期と久ヶ原Ⅰ式の 成

第３ 　弥生時代中 前後～後半　下戸塚式（菊川式系と久ヶ原Ⅱ式の 成）
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（1）第１段階

  ① 旧入間川流域の状況　 間川流域（ ・ 川流域）には、安藤 道 の 編年（安

藤 1990・1996）の宮ノ台式Ⅲ期からⅤ期に る遺跡が点 してお 、下流域の武蔵野台地

には東 北区 / 山・赤 台、 区 /中台 中、 山、氷川神社北方、白子川を

越 て 県 / 午王山、花ノ木、 / 向山、新屋敷第１地点（台の城山）、富士

/南通などの遺跡をあ ることができる。更に遺跡は 間川を越 た 川中流域 に

も でいて、 間台地の川越 /川越城跡、 田、 ヶ 、 戸、 戸 /木 、 島、

塚越 戸、 台地の東松山 /代正寺、野本 跡、吉 の吉 町 /大行山などの遺

跡があ 、周辺の 地 地にも東松山 / 町、吉 町 / の 地などの遺跡がある。

そして、 と吉 に まれた東平台地には 谷 / 山、 木などの遺跡があ 、

時点にお る宮ノ台式の分 北 をなす。 Ⅲ期の分 北 は越辺川 南の木 遺跡、

島遺跡であ 、 流 子 など東海東部の白岩式系 の 土器が であ

る。 Ⅴ期では更に北上した 川 南の 山遺跡が北 で、 部に を した が

である。 山遺跡からは、 下に新期 川 地と東 地 とからなる 沼 地を

ことができる。 沼 地には、 東地方にお る 田稲 の を示す池上、前

中西、北島、 木遺跡 が している。 川 北の中期中 から後半の土器は池上式

（古・新） 北島式（古・中・新） 仮 用土・平式と するが（石川・松田 2014 、柿

沼 2014）、時間が下るにつれて北 地方の 式土器の が になる。 川 南の ・

間地方でも 式が宮ノ台式に て出土する木 遺跡 塚越 戸遺跡 があ 、木

遺跡では北島式土器も っている。

　② 午王山遺跡とその周辺域　午王山遺跡の３ の住 跡から出土した土器 （第 230 図

1 ～ 15）は、完形土器 器 構成が 分であるが、 の構成は住 ごとに に富 。

82 号住出土の小型 縁部１・３の は （ ）であ 、２の 部には

が られる。この は、おそら として 部 を構成するもので、

大宮台地南部では いたま / 蔵山中遺跡、松木遺跡、大北遺跡など 編年のⅤ期に

行している（柿沼 2003）。133 号住出土の ２点（14・15）は 部に が れたもので、

14 には 縁部 土 がある。２点ともに で赤 がな れ 加 に しいが、

部 は と に大宮台地南部では大北遺跡 正寺遺跡などⅤ期に に め

られる。87 号住出土の は 部に２ の の加 られた があ 、 部に

が れ 部は に ・赤 がな れている。82 号住では赤 れた

部が４点（ ～ 10）出土しているが、宮ノ台式の には 部が ・ をなすも

の（第１図 18 ～ 20）と 縁部が をなすもの（29）があ 、後者の は末 が である。

～ 10 の はい れも台 であることから、 部は のものと できる。

　ところで、１・２の 行 を近隣のⅤ期の と して ると、新屋敷遺跡第1地点（台

の城山遺跡）の２ （第 230 図 16・17）、南通遺跡２号住の３ （第 230 図 24 ～ 26）、花ノ

木遺跡４次 号住出土大型 部の 区 （第 231 図 ）は、い れも 方向の

（ ）である。更に北方の川越城跡 11 次３号土 では 部に をも 赤 れた

（第 231 図 15）と した （16）も 方向の （ ）である。このような から午王
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第 230 図　午王山遺跡の宮ノ台式土器と周辺遺跡との比較 - １
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第 231 図　午王山遺跡の宮ノ台式土器と周辺遺跡との比較 - ２
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山遺跡周辺のⅤ期の は 方向の （ ）が 流のように るが、 町 /

本村南遺跡出土 （第 231 図 17）の２ と は である。そして、

辺部の山形 ・ 部の 、 18 の ではないが 区 れ

た２ は後期の久ヶ原式土器に がる新しい をもつ。代正寺遺跡 11 号方形周溝

墓出土 部 は であ （第 231 図 20）、 部上半の は して山形

になっている。10 号方形周溝墓の大型 （21）は 部 下の も である。

このように ると午王山遺跡の宮ノ台式は 編年のⅤ期であるとしてもその前半であ 、

後半は を する土器 を てる きかもしれない。 って、午王山遺跡の中期集落

と後期集落は時間 に せ 間 期が した も られる。

　次に、中期後半 にお る 地域との 流 について れて たい。午王山遺跡では

82 号住出土の大型 （第 230 図 11）は、松本 完 が系 は かでないが宮ノ台式ではない

とし、中部 地型 土器である西 の 町式（ 式系）の から を いたも

のと してお 、筆者も 意したい。 間川を越 た北武蔵の ・ 間地方は宮ノ台式

の北 域で 川中流域を に 式土器分 と し、 川 南にも 式系土器が

て出土してお 、代正寺遺跡 10 号方形周溝墓出土の小型台 （第 231 図 22）はその一

である。それが更に 間川を越 て南下し、新屋敷 号住の （第 230 図 22）は 部

のない 形 、15 号住 土の （23）は 部 と 部 子 を

た である。 /向山遺跡１地点 号住では、 の の出土 もある（安

田 2017）。花ノ木４次 号住の （第 231 図 ）には の が められる。 上の

ような 野県（北 ）から 県（西 ）との が られるものがある一方、東海地方

との が るものがある。そもそも宮ノ台式の成 には東海地方東部（東遠 ）の白岩

式土器の が と れてお 、午王山遺跡の近隣でも 中遺跡 126 号住の大型 （第

231 図３）、 山遺跡１号溝出土の ２点（１・２）、花ノ木遺跡４次 10 号住・11 号住出土

土器（10 ～ 13）の 流 ・ 子目 ・ ・ などがその をよ 示す

Ⅲ期である。花ノ木４次 号住出土の （ ） 県 1 号環濠出土の 区 (14)

は白岩式の最新 で、 の がある。氷川神社北方遺跡１号方形周溝墓出土の （４）

は、 の 縁部を する西遠 西に 来があるものである。後期になって となる

中部 地型の岩鼻式土器の南下、その後の東海東部の菊川式土器の東進に って中期後半

から末 に 地方との 流があったことが示 れている。

（２）第２段階 

　① 岩鼻式土器の南下　弥生時代後期 は 島 で遺跡が し、前期 来 して

きた 地の弥生社会がいった にし という（石川 2010　 182）。東 地

にお る後期 から前半の を める久ヶ原Ⅰ式土器は、大宮台地から 川 地では

が であ 、後期 の遺跡を 出すことはできない。 島 の遺跡の 化は 川

地とその周辺部でも ではない。その一方で、遺跡の 化はあっても中期後半から後

期 の は 々ながらも がって後期土器 化を形成する地域がある。東 東 の 原台

地を中 とする地域は、宮ノ台式から久ヶ原式 の を追うことが であ （大村

2004・ 山 2010）、北武蔵の中 を める 川中流域 地域（ ・ 間地方）でも宮ノ



‐ 183 ‐

　　　　第 3節　午王山遺跡出土弥生土器の編年的位置づけ

台式から後期 土器（岩鼻式土器） の した を ることができる。

　 川中流域 地域は、中期後半において宮ノ台式の分 北 をなし、 川を にして

中部 地型 土器の 式土器分 と する。中期末 から後期にかかるかと う

時期には、中部 地型分 の 大によって仮 代正寺式 土器という 期を て岩鼻

式土器が生成 れ、中部 地型 土器の周縁部を形成する。 の 寺原式土器

の生成もその一環であ 、 地域は 東西部山地 いの山 道を通 て日 な 流が行わ

れていたものと ている（石川安・柿沼・宅間 2017）。岩鼻式土器は、 ・ がともに

・ を としてお 、大き ３時期（１期・２期・３期）に区分できる（柿

沼 2006）。

　１期（第 232 図 ）は、 ・ がともに 縁 の 部中 が る の器形で、

は 部に集中し （ 間 め）を に が丁 に かれる（ ）。

は に を すのが で もあ 、 と の 部 に加 部にも中期

後半からの系 を いて ・ 子 ・ を す 合が い。

　２期は、 縁部の 化 向と 合 縁の明 化、 部の 化と 部の 形化があ 、

も１期に して原 が 、 が れるが れが生 、 も

である（ ）。 の の 行、 の 部 が 化するのも２期の

第 232 図　岩鼻式土器１期と時間的併行関係を示す資料
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第 233 図　午王山遺跡とその周辺域　後期前半期の土器編年
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である。２期は２区分（ １・ ２）でき、 １期は の し 縁が であ 、 ２期

は の し 縁の 化（ 形・四 形）、 にお る 部の 化と 部の

がよ な なる。

　３期は、 が し を しながらき と めないもの、 落するもの

があ 、 部 （ に ）が幅 なる。筆者が 部 と してい

る は、 部 の が に き られたもので３期中に し吉ヶ谷式

土器に れる。 部 と 時に にも を すものがあ 、 者は後期中

前後の一時期に東 ・佐久地方の 清 式土器、西 の 式土器、 の 寺原式

土器にも ってお 、後期前半から後半を 域 な 編年の となっている（柿沼

2016）。

　 上のような をなす岩鼻式土器を 用する集 が、 間川を越 て な武蔵野

台地北半の一 、白子川 越戸川流域に進出し、東 西 の久ヶ原Ⅰ式土器を 用する集

と 成して形成した集落の一つが午王山遺跡である。近隣では、 ないながら氷川神社

北方遺跡 /稲荷山・郷戸遺跡も、 の を示す集落跡である。

　なお、白子川流域一 に岩鼻式土器が でいることを最 に したのは、 時、

大 ２年生であった谷 　 である（谷 1966）。本 23 に 図が れている

が（第 図２）、 を で上下に幅 を した は午王山遺跡 108 号住

出土 （第 151 図１）に近 してお 、岩鼻式２期新に られる（第 233 図 ）。

　② 午王山遺跡の後期前半 　午王山遺跡にお る後期集落が形成 れるのは岩鼻式２期か

らであ 、岩鼻式１期が 落している。岩鼻式１期の遺跡は、 間川 系に し 域を

する 川流域に集中してお 、岩鼻式土器生成後一時期をおいて２期 、周辺 分

大してい が る。岩鼻式１期の時間 を示す地域間 資料として、

神 川県大 町 / 台遺跡 19 地点 17 号住出土土器（３）をあ て たい（第 232 図 ）。

第 232 図 の と の はかつて二 宮式と われていたもので、ともに白岩式の系 を

東遠 の菊川式最古 に られる。 は し 縁をもつ 半島を中 に

られる久ヶ原式最古の であ 、 ・ は 地の中部 地型 土器で、形 に中期

を し 部には きによる が られ、岩鼻式土器１期の と 通する。午

王山遺跡では、こうした後期の最古 は ものの な して後期集落が れる。

　岩鼻式２期古　午王山遺跡で岩鼻式土器が する遺構としては、１号住、72 号住、97

号住があ られる（第 233 図１～ ）。３号住は の小型 に加 て 資料が追加

れているが（第 27 図）、い れも久ヶ原Ⅰ式土器で岩鼻式が められないが 行期と

られる。１号住は前稿（柿沼 2009）では岩鼻式２期新としていたが、改めて出土 （１）

を したところ２期古とした方がよいと した。なで で 部中 が る器形、 部

と はともに 類で れが な 古 を める。72 号住出土 （３）は、

し 縁の明 化が められ、小型台 （第 115 図 11）は宮ノ台式からの系 と るよ

は 跡の い 形 部の 方からの は岩鼻式の で、 部の

が かれた と る。久ヶ原式が 出してお （４・ ・ ）、 区 縁部・

（4）は古式の をもつが なツ で最古期とする め に る。
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一 の を する 部 ・ 形 （ ）も、 部 が いで

部の 形 が増している点などから、Ⅰ式古としても最古期にはいかないと した。97

号住出土 （２）は の を すが、 部に 子 がな 、 部

・ に れがある。

　岩鼻式２期新　74 号住・108 号住・124 号住・137 号住出土土器を てる（第 233 図 ～

17）。108 号住では 直 蔵 から出土した土器（ ・ ）のう （ ）は 完形で、

１に して 部の 形 が増し、 し 縁に があ 、 部 を で上下に

がある。74 号住出土土器（ ～ 12）は、 を も た （ ）、 し 縁で

を で上下に がある （10）がある。 った久ヶ原式 （11）は 点間

がつまった新しい をもつ山形 で、 出した 1 の （12）も めて久ヶ

原Ⅰ式新と たい。137 号住出土土器（13 ～ 17）は久ヶ原式 で、 （15）は 縁

辺部に 区 れた をもつもので、下戸塚 1期に られた下戸塚遺跡２

号土 出土 （第 235 図 ）よ 部の が 後出と られる。 には が 1

のもの（16）と のもの（17）があ 、久ヶ原Ⅰ式新と たい。岩鼻式は の で、

13 は 部 の上下に があ 10 と である。

　岩鼻式３期　81 号住・105 号住・141 号住が するが、 方形 で が に

する 18 号住、住 の 合 から最も古 方形で が の 119 号住も３期

に する が い。141 号住出土土器（第 233 図 19・20・21）は 部に

だ の （20）、 部 （19）は３期の で、平 で １ の （21）

は岩鼻式３期が久ヶ原Ⅰ式新 行に まることを示している。81 号住では点 は ないが

岩鼻式の （第 233 図 22）が出土し、 （23・24）は で岩鼻式３期の

をよ 示す。

　近隣の / 稲荷山・郷戸遺跡第 地点 号住出土の （第 233 図 18）は 部と 部

上半に２ の があ 、 縁で器 縁部 は赤 れている（ ・

2008）。この が に れれば吉ヶ谷式土器であ 、岩鼻式３期でも新し

られる。 ・第 地点１号住の （第 245 図 15）は が健 だが、 な

器形 縁部の の は岩鼻式３期に である（ 藤 2010）。

　岩鼻式３期をもって武蔵野台地北半から岩鼻式の系 を と られる土器は たら

な な 、 地化することな 跡も め に を してしまう。

（３）第３段階

  岩鼻式の 後、午王山に集落を形成するのは下戸塚式土器を 用する集 であ 、久ヶ

原式系土器（久ヶ原Ⅱ式 行）が して 成する。下戸塚式は東海東部地方の菊川式土器

に 型があることは間 いな 、松本 は武蔵野台地北部と菊川流域とは型式 化の 道が

一部 れ、 な 流 が していたとしている（松本 1996 622 623）。

　① 菊川式土器　菊川式土器の は 花果形の器形が で、 で の らないもの

から 部の が なるもの、 部の が なるものに する（第 234 図）。安藤

道 は菊川式の に が れる を記号化し（安藤 2009）、 縁部をⅠ と

し （ ）・ （ ）、 縁は 部 （A）・ （B）と区分する。
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第 234 図　菊川式土器　壺の編年（抄）（篠原2000・2001・2002 をもとに作図）



第Ⅴ章　弥生時代集落と出土遺物の分析・検討

‐ 188 ‐

部のⅡ は一 して 部から まるが、 部 （ 1）、 部 （ ）に分

る。 の が れる 合があ 、その は 1と の である。

　菊川式は３期（古・中・新）に大 れ（中 1988）、その後 期（Ⅴ １・２・３・４・

）に区分 れている（篠原・山下 2000、篠原 2002）。菊川式の を 1 と に分

た 合、最古・古 （Ⅴ１・２期）は で が下 れの 部最大 近まで が 、

1には 目 が、 には が れる（第234図１～４、

・ ～ ）。古 （Ⅴ２期）からは 1だ の （ ）も する。中 （Ⅴ ３期）

になると 1 の が を増 して幅を るが の幅は な 、Ⅱ は上方

に集 れる。東遠 から西 を中 に、下 に 末 をもつ が し せる

型（12）も れる（篠原 2001）。新・最新 （Ⅴ ４・ 期）でも 末

が だが の 化が進 、 1の 、もし は 1、 の区 がな なる。

　② 下戸塚式土器　武蔵野台地を 神田川 にある下戸塚遺跡は 1987 年から 1988 年

の １年間に って れ、 は 1996 年に 行 れた（ ・ ・松本・

1996）。弥生時代後期の遺構は後期 に 、出土土器を分析した松本 完 は、そも

そも 来土器と うる土器が な （４) の 器 構成において最も類 し

ているのは東遠 でも菊川流域の菊川式土器としている。そして、 期区分し の の

を とした南 東編年（松本 1993）の Ⅰ・Ⅱ期、Ⅲ期古・新 、Ⅳ期 に

できるとする。菊川式の編年（中 1988・1991）との については ながらも、下戸

塚１期が菊川式古 の一部と 行し、３期に が し 末 が出 すること

から菊川式中・新 の を３期においた。 ４・ 期は菊川式新 に せ、下

は器台・ などが出 する 前とした。 下戸塚式 の は用いなかったが、下戸塚遺跡

の菊川式系土器は 器 にまたがる として められ菊川流域からの が

するとし、その一方で の形 に菊川式とは なる があ 、赤 が い

点などもあ た。その後 下戸塚式土器 を した 藤 は、松本 の分析について

半 紀 上 用 れてきた型式もし は 式が、 分であったことを わにするだ で

な 、この分野の前 であった 南 東地方 という に も 直しを った と

した（ 藤 2010 54）。その上で 藤 は、下戸塚遺跡の環濠 部の 出土土器

に菊川式土器の を めつつ、 の 用 （安藤

縁部 ）は時期が新し なるにつれて下がる点など、菊川式の と久ヶ原式の

とが 合した を たまとま があるとし、 下戸塚 1 式 を した。 は更に

環濠 部 出土土器を 下戸塚２式 と した。 とした の は、幅 の

を 、 をもつものは と どな 、２ないしは３ で構成 れる を

部上半にも 、最下 に など している。直近では、古屋紀 が南武蔵北

部地域の後期土器に 下戸塚式 の を ることに している（古屋 2018）。筆者も

藤 の 下戸塚式 の に し、午王山遺跡の菊川式系土器にも てたいが、その

は 下戸塚 1 式 である。 かに、 下戸塚式 は 縁部形 に大き するもの

に を用いるものは な 、 1だ 、あるいは、 だ の な 部 が

目 つ。篠原 大 によれば東 では東遠 系 の土器が し した土器 が られ
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るというから、下戸塚２・３期 は東 で した菊川式系土器との を る

もある。これについては、後述する。そして、松本 が下戸塚４期とした にも が

縁 の など菊川式の な が られ、その系 は 合

縁の 向 末 の幅 一 型 の によって本郷弥生町出土の 弥

生式土器第１号 に がってい （安藤 2015  384 385）。 下戸塚２式 の分 の

とした２ は久ヶ原式系 が する後期前半からの系 で、後期後半

にも武蔵野台地北部の二系 の 成という が れたものであ 、 弥生町式 の

第 235 図　下戸塚式土器生成に関わる土器群



第Ⅴ章　弥生時代集落と出土遺物の分析・検討

‐ 190 ‐

な構成 なのである（ ）。 って、下戸塚２式を ることは しがたい。

　次に、 下戸塚式 の 時期についてである。松本 は下戸塚遺跡の１期とした土器に

ついて菊川式古 の一部と 行する があるとしているが（松本 1996 622）、 下

戸塚式 の 時期が後期 まで るとは い ってはいない。第 235 図 は下戸塚遺跡

の環濠集落形成 期の土器の一部で、12 号住出土の 大型 （１）には 部に の

が れている。 は最古 （菊川式Ⅴ １ 式）から古 （菊川

式Ⅴ ２ 式）まで められ（第 234 図３・ ・ ）、 部から 下 の 部 近まで め

られる。 縁の （第 235 図２）は 部が明 に し、 ( ) と （ ）を

で加 する。 （３）は 部に明 な平 があ 下方から を れ

るもので、 し 縁の （４）も に い を行う。 上は、菊川式に な古

式の をもつが、 では菊川式最古 （ 土器との時間 も しない）

の土器 （第 232 図 ）が出土してお 、それと しても下戸塚遺跡 周辺の遺跡ではⅤ

1式（最古 ）のものは いだせない。久ヶ原式の 縁 （第 235 図 ）は、 縁

部に 区 れた をも 赤 れている。ただし、本類は久ヶ原Ⅱ式になって

も 、 が久ヶ原Ⅰ式だとしても最古 までい とは い れない。 時点では下戸塚

式の は後期 には ら 、後期前半でも古 に めてお のが と われる。下

戸塚式の （下戸塚１期から３期）は菊川式古 （Ⅴ ２ 式）から中 （Ⅴ ３ 式）

にあ 、一部は新 （Ⅴ ４ 式）にかかる があ 、 末 が の と

な 部上半幅 一 型が 出 れる 弥生町式 の直前までを てることが と る。

  次 では、午王山遺跡とその周辺域の下戸塚式土器について編年し、環濠集落の形成と

にかかる時間 の を行いたい。

３　午王山遺跡とその周辺域の下戸塚式土器　

　菊川式土器の遠来から下戸塚式土器の生成後、下戸塚式は に武蔵野台地北方域の小 川

いに 大してい 。出 川・ 川・前谷 川流域では 区 西台、西台後藤田、四

地区などの遺跡があ 、白子川・越戸川・黒目川流域では 吹上、四ツ木、午王山、

花ノ木、上 郷、 稲荷山・郷戸、向山、中道・岡台などの遺跡があ 、更に、富士

南通遺跡、東台遺跡など柳瀬川流域に する。花ノ木、西台、西台後藤田、南通など

の遺跡では、 1 、 ・ の 本構造が れていない菊川式の ないしは な

と られる土器が出土している（第 235 図 ）。これらは菊川式古 から中～新

のもので、後 して新・最新 のものも できるから（中 1991、 田 1991、松本

1991）、 との 流は であ 、 し、 は 化しても、東海系の は 地

化して してしまうことな 型式 な 更新がな れ土 器形成 と がっていった。

　午王山遺跡では住 跡の が し 一 出土土器に なものが なかったが、宮ノ台

式と岩鼻式を いた住 跡から な資料を し、住 間の 合 から新古を

出した。更に、環濠が した溝上部分に し構 した住 の土器 、環濠 で

中 から上 にか てまとま のある土器 を に型式 を行った。また、 し

ている資料 を うため近隣遺跡の資料も用いた。その 果、午王山遺跡とその周辺にお
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る下戸塚式土器の編年は、大き 古・中・新の３期区分が であった（下戸塚遺跡１・２・

３期とは しも合 せていない）。ただし、 分した 一時期住 間でも している

ものがあ 、時期を明らかにできない住 跡も な ないから 一時期の 時 を 出

すことは である。 

　① 下戸塚式古期　下戸塚式の北方 の 大による進出集落 のう 、 時点で最も古

るものは花ノ木遺跡（石 ・ 1994）であ 、午王山遺跡にお る環濠集落 期 前

である。花ノ木遺跡は環濠集落であるが、環濠 の第１号方形周溝墓から出土した土器が

する（第 235 図 10 ～ 13）。10 の小型 は、 部下 に をも 、 目 と

で 1 を、 近まで幅 を して を構成する（第 237 図１）。 縁部は

明であるが、 部は成形・ 形・ において菊川式土器に であ 、菊川式古

の を す。11 は小型 の 縁部で 部（ ）に 、 （ ）に

を す。ただし、この 縁部は大き しない点は な とは が られ

る。12 は 下半部で、 は中 が 周に い 土 が る 台 の で、菊川式

の を示す。13 は久ヶ原式の で、 部に を 区 した があ 、器

は赤 れている。おそら 部にも 区 がある２ 型の久ヶ原Ⅰ式新期

で、最 から菊川式系と久ヶ原式系の 成であることを示す。午王山遺跡では１期を いて

お 、白子川・越戸川流域 の進 時期が岩鼻式３期の集落 期間中か した直後かは

明だが、花ノ木遺跡 期は岩鼻式３期 /久ヶ原Ⅰ式新期 行に まると たい。

　② 下戸塚式中期　午王山遺跡の環濠集落造営期であ 、住 は し する。土器か

らは中・古期と中・新期とに分 られ、環濠集落の形成は中・古期に れる。しかし、

環濠 出土土器でもＡ溝では中・古期に できる土器がまとまって出土する （３次・

次Ａ溝域と 次Ａ区Ａ溝域）がある。このことは、 い での と溝中 が行

われたことを示している。

　ａ．中・古期　器 は、 ・ ・ ・ ・ ・ からなる。 述の３次Ａ溝、

次Ａ溝、 次Ａ区Ａ溝出土資料にまとま があ 、住 跡では 11・24・57・68・86・91・

107・118・129・144 号住 の 直出土資料があ られる。近隣の吹上遺跡３次 26 号住出土

土器（第 239 図 ）は午王山遺跡の を う な を示す（鈴木一2003）。

　 　 縁部形 には、 合 縁、 し 縁、 縁がある。

　菊川式系の 合 縁は、 合部下 の 出は目 たた の形 が たれてお 、

縁部 が れたもの (第 236 図 16・24) が、午王山遺跡にお る 期の

をよ 示す。 がない 幅 合 縁（第 236 図 31）は、その 縁部形 が

菊川式古 （Ⅴ ２）に られている 二 遺跡出土土器（第 239 図１）に 型が

められようか。31 はⅡ が分かる ない でもあ （第 237 図４）、 部に

の のような があってⅡ の 点とな 、 の 1 とその下部の は

の であ 、中間点の 形 が 者を する。このⅡ は第 237

図１に し幅 部にまとまっているから菊川式中 （Ⅴ ３） であることは明

らかで、下戸塚式中・古の時間 の目安となる。一方、幅 で が れた

ものも菊川式に系 があるようであるが、午王山遺跡の 合 縁部に が れたも
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第 236 図　午王山遺跡　下戸塚式中・古期の土器
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第 237 図　午王山遺跡とその周辺域　下戸塚式から弥生町式の壺の頸胴部装飾帯
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の（第 236 図 25、第 239 図 ４） のもの（第 236 図 19）などは の に な

合 縁（第 239 図２・３）との も できない。菊川式系の 部形 は、 台 の

を するものが古期から れている（第 236 図 ）。

　菊川式の し 縁 の 縁部形 は四 形 で大き し を するのが

で（第 234 図）、武蔵野台地北部でも西台遺跡１次小型住 跡出土 （第 235 図 ）が近

い。しかし、午王山遺跡ではそのような が で、四 形 の 縁部を する （第 236

図 ）も大き が するとは 、 縁 に がな Ⅱ もない。

縁の （第 236 図 18）は 部に平 を し して菊川式系の を示すが、

し 縁 と 縁 はⅡ が 1 の で がないものが と どである。

による 行 は と をなすものがあるが、上下を 目 で区 れて

した をなす（第 236 図 26・32・38、第 237 図２・３）。 1 の で上下 区

れたものは菊川式にも からあ （第 234 図 ）、 とするよ は完 した と

る きかもしれない。あるいは、後述する東 の菊川式系土器との も る が

あ 、 1の の構成を 地化と表 するだ で る きではない。

　久ヶ原式系では、古期の花ノ木遺跡出土 （第 235 図 13）の系 を 、一 ないしは

二 の 区 を する し 縁赤 の が目 つ。57 号住（第 236

図 ）、68 号住（11・12）、３次Ａ溝（28・30）、 次Ａ溝の （36・37）などがあ られる。久ヶ

原式系の でも山形 などが ないのに して 区 れた の 越は、松本 完

も してお 、久ヶ原式とは なる 来の として 午王山式 と仮 することも一方

としている（松本 2007 285・ 289 21）。しかし、 区 は岩鼻式に う久ヶ

原式に系 がある久ヶ原式系であることは かであって、下戸塚式の構成 として加 て

おきたい。また、 ないとは 山形 を めとする久ヶ原式は 出してお 、 編年の

目安になる。91 号住出土の山形 （第 236 図 ・10）は 中に が

２ れ、山形 は に近 し 点間が まってお 、 て は なっている。

21 は に して上向き 区 からなってお 、 ・10・21 の は久ヶ

原Ⅱ式古 に られる 構成である。

　なお、 でもその区 に、上 が 目 、下 が によるものがあ （第

236 図３、第 237 図 ）があ 、菊川式系と久ヶ原式系との 型と られる。 めの原

による 行 で 末 のない (第236図20)は、菊川式系であろうが、赤 れている。

赤 は、久ヶ原式系は ・ も めて て れているが、菊川式系でも 16・25・26

は赤 れてお 、下戸塚遺跡では赤 が いとする松本 完 の (松本 1996 623)

が午王山遺跡でも てはまる。

　 　 台 が 流を めるようになるのが、菊川式系の進出による最も大きな 化で

ある。台 は 縁部が のある 部から き 部最大 が 上方にある形 で、

部を 形 で し下方から を れるのが である（第 236 図 2・34）。

その一方で、久ヶ原式系の も い（第 236 図 14・15・40）、後 してい 。14 は

を明 に すが、 部に 形が 間 、15 は 形と だが、

は 跡化し器形も 縁部に最大 があ 部が らない。40 は一 の 上に
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を す で、 部は だが 部に 形 が られる。

　 ・ ・ ・ 　い れも菊川式系と久ヶ原式系の 者がある。菊川式系の

・ （第 236 図 ・27）は、い れも 形 を す 土器で赤 れない。

（第 239 図 16）は 辺部と 部間に を し、 ともに れている。

は な資料は ないが、 部だ の 17 は 方に が菊川式のように にはな きれ

ていない。一方、 部（35）は菊川式に で、 合部の い に で を し、

は に き を す。久ヶ原式系は精 土器で、 し 縁部に し

が 、 部に一 の 区 が れ赤 れた （第 236 図 22）、27

号住出土の （第236図23）も 縁部に 区 の がある。 号住出土 （第

30 図 ）もそうで、吹上遺跡３次 41 号住出土 （第 240 図４）が 部の形 が分かる

であ 、 と に、 区 の が つ。

　ｂ．中・新期　環濠では、第２次Ａ溝東 、第４次Ａ溝・第 次 区Ａ溝・11 次Ａ溝出

土土器が中・古期よ も新しい でまとまってお 、環濠 が進 だ時期は中・新期の

ようである。そして、西 （４次、 次 区）ではＡ・ 溝上に住 も構 れるようにな

る。Ａ・ 溝上に構 れた 30・50・51・52・63 号住出土土器 、 合 で新し

られる住 跡出土土器であっても菊川式系の を す ・10・95・142 号住

跡 出土土器を せた（第 238 図）。

　 　 合 縁 は が まるが、下 の 出はまだ られ 、 部の が るも

の ( 第 238 図 20) 、 をもたない中型 合 縁 には 子目 があ （36・

37）、37 には 形 がある。 子目 は菊川式Ⅴ ３・４期（第 234 図 15）にあ

、その 用には新たな が る。 し 縁は 縁 部の が （12・

13・14・29）、 が増しているとはい 下部に がある形 は健 である（13）。

し 縁の には は と ど られ 、あっても 行 （14）

（29）である。 縁（１・30）は、 部に平 をもつ点は わ ないが、明 に

するか（１)、 （30）である。 は 1だ で が れた なものと

な 、１・12（第 237 図 ）・30・38 は 目 の上 区 と による 行 であ 、

第 237 図 は である。第 238 図 （第 237 図 9）は 1 と の となる き部分

に 形 が れているが、 が れたため 果としての最下 の となってい

る。一方、13（第 237 図 10）は 1 が れ が い原 の 行 を構成するもの

で、 目 と 形 は最上 にある。中・古期が 1だ でもあっても上下を 区

して完 した が いのに し、中・新期が したままのものが い点に新

を たい。10 は に原 の い 行 で 部の も で 系と ら

れ、菊川式系でも東 の菊川式系の新たな があったこと 、13 が出土した午王山 142

号住では 形ながら 型 が 出してお （第 238 図 15）、新期 出土

が増 る西遠 西との 流 大も 野に れる がある。

　久ヶ原式系の は な資料はないが、 区 れた には 合 縁 （第 238

図 17）がある。本来、久ヶ原式の は し 縁が 本であ 16 がそうであるが、 合

縁の 用は、その形 が菊川式系と の 縁部形 であることから 者の 合と
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第 238 図　午王山遺跡　下戸塚式中・新期の土器
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も れる。16・17・40 は 部 の から二 型になる があ 、中・古 か

ら して がある。一 型の としては27（第237図11） 35がある。大型 (18)

は 区 の下部山形 は形が れ幅も 方向（ ）であ 、 の

をもつ久ヶ原式を安藤編年では久ヶ原Ⅱ式古 に めている。しかし、第 236 図 ・10

よ は新しいことは間 いな 、本稿では久ヶ原２式新 としてお 。 縁で 辺部に

下部を 区 する を する （22・23）は、久ヶ原１式（第 233 図 15）から

の系 であるが、 縁部が している 22 は、 述の菊川式系の （１）と した新し

い である。

　 　 台 （第 238 図２・３・21・32・33）は、 部に 形 による があ

下方から を加 る は れ、２・33 の し があるような 縁部は東遠

東部からの 流 を示す資料である。中・古期に して 部の が 化し、

部の 部中 の 形 が増すのが新しい である。 は台 （ ・28）と平

（ ）があるが、台 は が られ 、平 には一 の 跡が っている。

　 ・ ・ ・ 　菊川式系と久ヶ原式系との 合わせからなるが、菊川式系

は な ・ 、久ヶ原式系は があ 赤 れた精 の ・ ・ である点

は、中・古期から する。

　 （第 238 図 25・26）は、い れも 部下半との に をも 、 は周 に い

土 があ 中 部が でいるものが い。菊川式の に であ 、 流の 更

新が できる。 形 を明 に す には二 があ 、 の 部を し 部

の 形 による ・下方からの を するもの（11）と し 縁で下 に

を し し があるもの（31）とがある。前者は、菊川式系 の 縁部とツ が 一

である。久ヶ原式系はい れも 縁部・ 辺部に を するもので、 （第 238 図

34）は し 縁で下 に を し、小型 （19）は 縁で の下 を

区 している。 (41) は 縁が き、 の下 が 区 れる。 区

は と に である。11 次Ａ溝出土の （39）は 幅 の 土 を

して 縁部とし、 を し下 に を している。 には 形 の点 を３

している。11 次Ａ溝には、 述したように 合 縁 （37）にも 形 が れて

いるものもあ 中・古期には できないから、その 用は中・新期の がある。　　

　ｃ．下戸塚式中期と駿河との関係性　 に午王山遺跡の 合 縁 の 縁部形

・ について との について れたが、午王山遺跡 次Ａ溝からは

式土器の小型 が２点（第 239 図 14・15）出土している。 / 吹上遺跡３次 26 号

住出土土器 （第 239 図 5 ～ 13）は、東 の菊川式系土器 と して ると 通す

る点が な ない。３次 26 号住は、菊川式系の 形 が明 な （10）に久ヶ原

式系の 区 （13）が い、下戸塚式中・古期に られる。

　篠原 大 によれば、東 でも 瀬川 地に する瀬戸川遺跡では、東遠 系 の

し した土器 が られるという（篠原 2002 692）。吹上３次 26 号住出土の （ ）

は、 1（ 目 ・ ）の の瀬戸川 B24 出土の 縁 （17）に、吹上

３次 26 号住出土の小形 （ ）は し 縁で 形だ の な小型 （18）に近い。
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第 239 図　下戸塚式中・古期の土器と駿河の土器との比較（鈴木一 2003、篠原・山下 2000 から転載・作図）
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大型 （ ）の が き出た 部形 も に で、その 形 は を

目 で区 した大型 （ ）と の 台 である。菊川式系 台 （11・12）の

部から し、最大 が上 にある 部形 も、瀬戸川遺跡の台 （21・22）

に近 する。 に、午王山３次Ａ溝出土の （第 239 図 16）は 縁部が直 する瀬戸

川遺跡の （20）に近い。武蔵野台地の下戸塚式中 の大き しない し

縁 化 れた をもつ菊川式系土器は、東 の した土器 からもたら れた

があ 、菊川式系と ってもその 地の が今後 になってこよう。　　　

　ｄ．周辺の下戸塚式中期の土器　午王山遺跡近隣において、下戸塚式中期の遺跡が近年の

によって増加しつつある（第 240 図）。下戸塚式が れるためには、その が が

れる があるが、弥生時代後期の白子川周辺の土器に東海東部地方の が な

点を最 に したのは、谷  と 山清 である。 は、 40 年代の前半に　　　

（ ・大 町）の宅地造成 地 用などで出土した土器を ・ し（谷 ・

山 1968）、上 郷遺跡 午王山遺跡の出土土器を した。後者については、本 でも

したものが れてお （23 第 図）、ここでは上 郷遺跡の一部を する（第

240 図 12 ～ 15）。12・13 は 部の に を しているもので、い れも

上 の を 目 で区 している。12 は 縁 で し 部に平 がある。

合 縁 （15）は 合部が下 に 出しない であ 、 部 は 区 である。

上の から、下戸塚式中・新期に られる。上 郷遺跡は越戸川流域にあ 、

花ノ木遺跡を ・ した石 郎 によって花ノ木遺跡と一 の環濠集落と れて

いる。花ノ木遺跡の環濠集落は下戸塚式古期から中期に（あるいは新期にまで） してい

るようであ 、石 による土器の分析もある（石 ・ 1994）。また、篠原 大 も第１

号環濠資料を しているので（篠原 2009）、それらに たい。 下は、 時点にお る

下戸塚式中期の北 域を示す土器 を、南から白子川、越戸川、黒目川、柳瀬川流域の に

する。

　白子川 の環濠集落である / 吹上遺跡３次 26 号住出土土器（第 239 図 ～

13）が下戸塚式中・古期の な であることは 述したが、３次 41 号住出土土器（第

240 図１～４）は 26 号住にはない がまとまっている。い れも 部を が、

形で 部に の がある （１）と と赤 の精 （２）は

も めた東海東部系で（ 形しているが）、久ヶ原Ⅱ式古の （４）が う。10 は、

部が れ下方からの がある菊川式系 である。下戸塚式中・古期に

たい。

　 / 四ツ木遺跡は越戸川流域にあ 、４次 30 号住出土の （10）は 部

で が られない だが、久ヶ原Ⅱ式古の 大型 （11）が っている（鈴

木一 2004）。36 号住では上 の の 目 区 で の ( ・ ) に

部 を 形し下方から する菊川式系の （ ）が ってお 、下戸塚式中・

新期と る。39 号住では （ ）に 区 （ ）が出土している。 区 は

古屋紀 が仮 田 道 山式として の弥生町式と せているが（古屋 2018）、本

は久ヶ原Ⅱ式 行であ 、それ 前と られる。 区 の については、系
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第 240 図　近隣遺跡の下戸塚式中期ないしは併行期の土器
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とその が 、あるいは下戸塚式との にもう し時間をか る がある。

四ツ木遺跡の下戸塚式は、中・古期から中・新期にまたがると ておきたい。

　 /新屋敷遺跡第１地点 (郷戸遺跡 )は越戸川 にあって、 の上 郷遺跡に

する。1968 年に れた３号住出土土器が、 原 によって れてい

る（ 原 1998）。16 は で、 目 下に 行 が る 1 だ の構成である。

17 は 部が れる の 縁部であ 、17 と の 部 があってもおか

し はない。18・19 の台 は 部の と下方からの が できるが、

部の 形 が増して最大 が中 に 行している。下戸塚式中・新期に たい。

　 / 中道・岡台遺跡は黒目川 の環濠集落で（ ・ 原・ 2012）、部分 にし

か れていないが第３地点２号住、１号溝（環濠）、 地点（方形周溝墓）が菊川式

系と久ヶ原式系からなっている（20 ～ 31）。菊川式系では、 が 目 で区

れている （20）、平縁で 部に の がある 縁で

の上 を 目 で区 する (25・26) と （24）が菊川式系で、 形 が明 な

部 (21) もその がある。久ヶ原式系は一 型 区 が目 ってお

（22・27・31）、22・31 は赤 れている。 は、 跡を すもの（23） な

いもの（30）も 部の 形 が明 である。 が１ る （29）は だが、

午王山 号住出土 （第 238 図 ）のような平 かもしれない。２号住は下戸塚中・古期、

１号溝は中・新期だが 23 のような古い をもつものも ているようである。

　志木 / 中野遺跡は柳瀬川 にあるが（宅間・ 2017）、91 地点 21 号住から久ヶ原Ⅱ

式の (32) が出土している。分 い し 縁で、 部に 区 があ 、

赤 れている。 出した （33）は 縁部のツ が菊川式系とは い れない。

時点では、下戸塚式中期の菊川式系土器は柳瀬川流域では であ 、 がるのは次期まで

待た ばならないとすれば、黒目川が下戸塚式中期にお る北 となるかもしれない。

　④　下戸塚式新期　 にお る 末 の 行をもって 期とするもので、

目 が る古期とそれがな なる新期とに分 られる。環濠 後の新期には、

の小集落が営まれていたようであ 、新・新期をもって午王山遺跡にお る弥生時代の集落

造営は を る。　

　ａ．新・古期　午王山遺跡では な資料に しいので、 /吹上遺跡３次 12 号住、

３次３号溝出土土器（鈴木一2003）などを用いて記述する（第 241 図）。

　 　 目 が るが、 化がよ 進 末 の が であ

る。第 241 図 1 は 行 を らしただ であ （第 237 図 12）、11 は 行

を上下 で区 しているが、い れも れが である。10 は上 目 に

末 （第 237 図 13）、２は 目 がな 行 の 末 、 も 目

がな 行 の 末 で幅 （第 237 図 14）を構成する。 は下半部

に があ 、 中 が は している。篠原 大 は い 原 と 末

を とする菊川式を 型と してお （篠原 2001）、 となる藤 / 上 田

遺跡は志 平野にあって に する。 1 と を するもの（第 234 図 12）に

な土器は、武蔵野台地東北縁一 では 区 /西台後藤田遺跡 43 号住（第 235 図 ）
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第 241 図　下戸塚式新・古期の土器
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富士 / 南通 号溝（第 235 図 ）で出土してお 、第 241 図 9 は だ の第 234 図 13

に であると る。 東の菊川式系の な流 がこの でもあったことが

でき、南通 号溝出土 はその北 が柳瀬川流域にまで だことを示す。

　久ヶ原式系の は な なるが、吹上遺跡３次３号溝から 型 とともに出土した

第 241 図 17 は、山形 が なって 形になった で構成 れ、赤 れている。更

に 化する久ヶ原Ⅲ式 前の久ヶ原Ⅱ式新に られる。富士 /東台遺跡３号方

形周溝墓では、 区 とその下 に 区 山形 をも 赤 れた

久ヶ原Ⅱ式の ( 第 243 図 12) と菊川式系 （10・11）が 出してお 、10 は 型

である（ 2005）。二 の 区 は武蔵野台地東北 地域では

であ 、この土器を した小出輝雄 は、久ヶ原式の土器（12）と 型 (10) の

から後期中 、弥生町式 前に た（小出 2006）。12 の 合 縁は

が２ と な 幅も い なものだが、久ヶ原式には本来 合 縁はないから 形 と

る。 部山形 は 点間が まって形が れてお 、小出 は 上下に しつ れ

たような器形 も いこともあ てお 、久ヶ原Ⅱ式新に ておきたい（ ）。こ

の土器は、吹上遺跡３次 12 号住出土 （第 244 図 13）に系 に がるものである。

型とした吹上遺跡３次３号溝出土 （第 241 図 ） 東台遺跡３号方形周溝墓出土 （第

243 図 12）は 縁部を しているが、 縁部形 が分かる資料として新 区 /落合遺跡

～ 次 32 出土 （第 243 図 13）がある。 のある し 縁で 方に き、

に 末 行 が れてお 東海東部系の が い。

　 　 し 縁の （第 241 図 ・13）は 縁部形 が る器形に東遠 の が

られ、 型 とともに東海東部からの新たな な があったことが分か

、台 も 14・15 のように 縁 部の を すものは れている。その一方で、 ・

午王山 62 号住出土 （第 243 図３）のように 部に が用いられるなど 縁

部形成の が れ、 部の 化 部の もな なって る。 （20）も

かな が 、 図によっては とも とも れる が目 つようになるのも

この という（松本 2007　 282）。

　 ・ 　 は明 に菊川式系と いうる を示すものはな なる。吹上遺跡３次３

号溝出土 （19）は久ヶ原式系で、 ・41 号住出土 （第 240 図４）の系 を が、

し 縁部から 部にか ての 下部の 区 がな なっている。 では西遠

西の が部分 に まれるものが られるようにな 、 第 241 図３は、 部に幅

の 土 を して とし、 部と 部の に がつ が、 形の かし

部の 土 は西遠 の である。 /城山遺跡１号住出土 （第 243 図

）も 部に かし があ 、午王山遺跡 62 号住では西遠 西そのものあるいは に

した が う（第 243 図 ）。 編年上の な資料であ 、後述する。

　ｂ．新・新期　弥生時代にお る午王山遺跡の集落 期（第 242 図１～ 15）であるが、

志木 /田子山遺跡 21 号住一 資料（16 ～ 21）で う（尾形 1998）。

　 　この には 目 はな な 、東海東部系の （第 242 図 16）

の 1 は 直 と で、 は である（上 は 末 で、下 は
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れていて 明。第 237 図 16）。幅 合 縁の下 の 出は明 であ 、 部

は下 に があるものの をもつ どではない。 が 3本で がある し

縁 （21）は、二 の 区 で ( 第 237 図 19)、久ヶ原式系 の 区 ２

から 区 ２ の ・ と たい。午王山遺跡では、104 号住の幅 合

縁 （第 242 図 1）の下 は 16 ど明 ではないがは 出しがあ 、 ・ （第 237 図

17・18）は と 末 の 合わせで次 での 行が れている。

　 　 は 部の は られ 、 部が で 部の最大 も中 に 行して

いる（第 242 図 17・18）。 し 縁の台 （15）は、 縁部が 平とな な 部

第 242 図　下戸塚式新・新期の土器
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から 部に る。最大 が 縁部にある （４）は が 辺部だ で 部

下は 形がな れ、 （３・10・11）は 部が なまま 部に 行する。

　 ・ 　 （ ・19）は小型化している。 （20）は、 部が 化し の区

は であ 、 部と 部 の 部 の を した 土 赤 など久ヶ原

式系の である。 部の 形の かしは久ヶ原遺跡（久が原 ２ ）３号土 で出

土してお （ 藤あ 2017 64）、 土器の 部 辺部 には の が ら

れる。 遺構からは 部よ 上 だ に を す台 も出土している。 土器は、

久ヶ原Ⅱ式に られている。

第 243 図　下戸塚式新・古期との併行関係土器
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　ｃ．下戸塚新期と東海西部との交差編年　午王山遺跡 62 号住出土土器（第 243 図 １～

5）は、区 のない （１） 区 （２）が る下戸塚式新・古

期だが、 （ ）は西遠 西の山中型 である（ ）。城山遺跡１号住出土土器（第

243 図 ～ 10）は、 区 下に山形 が れて なるが 子が まない

久ヶ原Ⅱ式新の大型 （ ）、 の 縁・上 末 ・ 下部 の

菊川式系の （ ）、 う て 部 を す台 （ ）、 かし のある （ ）は

下戸塚式新・古期の 合わせを示している（ 田 1998）。 った （10）は 部を が、

部に平 があ 部が する であって、廻間Ⅰ式（ 山式）成 期

の をもつ。 10 は 来系で、東海地方西部の山中Ⅱ式３ から 廻間Ⅰ式 に

られるようなので（赤塚 2002）、下戸塚式新・古期と東海地方西部との 行 の

目安となる。

　

４　下戸塚式以後

　下戸塚式 後、武蔵野台地東北縁地域では、遺跡の 大増加が められるがその土器は

弥生町式土器である。前 において、下戸塚式新期では菊川式系の 末 で一

を構成する が 流を めるようになるとしてきたが、その正 を のは 弥生式土器

第１号 の本郷弥生町遺跡出土 （石川 2008 76 79）に ならない（第 244 図１）。 1

と の構成がこの まで きているとすれば、この土器が 末 一 で上方

に があるのは だ の構成だからである。この土器は 縁部を しているが、 野

地区 11 号方形周溝墓から出土した２点（３・４）は幅 合 縁である。２点とも 合

縁の下 が 出し も と なってお 、４では 末 ３ の構成で

形赤 も できる。３の 部直下の は、 1 が 末 であ 、下 の

を とすれば 形 の は 1と の中間点で下戸塚式中期 の構造が

れているのである（ ）。３・４のような 末 一 とともに出土した第

244 図２は、 で上下区 する幅 一 であ 、東海東部系と久ヶ原式系の

が一 化して 出 れたものと る。

　午王山遺跡周辺では、富士 /南通遺跡第３地点出土 （第 244 図 ） 志木 /西原

大塚遺跡 349 号住出土 （ ）が 区 一 であ 、 区 の下 に

区 山形 （10） 区 二 （ ・ ）は久ヶ原式系 で、下戸

塚式を する構成 である。 藤 が下戸塚Ⅱ式の としてあ た吹上遺跡３次

41 号住出土 （13）の下 は、 と 山形 が一 とな 化した

10 からの系 と られる。一 は、 合 縁部が直 し、よ 幅 となって

が増加するとともに 部の 形化などの を せる（11・12）。古屋紀 が

の弥生町式 と した本郷弥生町出土 を、改めて なしで弥生町式土器と す き

と したい。

５　終わりに

　武蔵野台地東北縁地域の弥生時代中期後半から後期後半にかかる土器編年を記してきた
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第 244 図　午王山遺跡にはない弥生町式土器の壺
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が、午王山遺跡の環濠集落造営期である下戸塚式については古・中・新期と時期分類した。

今後、周辺資料の増加に合わせて分析が精緻化すれば、１期・２期・３期・・・に、あるいは、

１式・２式・３式・・・に分類できる日が来ることを期待したい。更に、弥生時代後期末か

ら古墳時代前期にかかる弥生町式土器・前野町式土器・五領式土器の土器編年についても記

述を進めたいところであるが、すでに紙幅も尽きている。機会があれば改めて稿を草するこ

ととし、ここではこれまでの記述と若干の追加を第245・246・247図と第30表のようにまとめ、

筆者の責を果たしたことにする。

＊宮ノ台式　安藤 (1990)、久ヶ原式　安藤（2017）、北武蔵　柿沼（2012）、北川谷（古屋 2013）

　菊川式（篠原 2001）、山中式・廻間式（赤塚 2002）

　なお、本稿を記すにあたっては下記の方々にご教示をいただいた。記して謝意を表したい。

　石川日出志、遠藤英子、尾形敏則、小倉淳一、菊池健一、小出輝雄、笹森紀己子、

　佐藤康二、鈴木一郎、鈴木敏則、鈴木敏弘、宅間清公、轟　直行、野本孝明、前田秀則

　松本　完

 　第 30 表　午王山遺跡とその周辺域　弥生時代中期後半から後期末の編年
土器型式

 

武蔵野台地東北縁（白子川・越戸川・黒目川・柳瀬川流域） 北武蔵 南武蔵南部 東海東部な

ど
午王山遺跡　遺構 近隣遺跡・遺構

宮

ノ

台

式

Ⅲ期 ― 花ノ木 4次 10 住 北島式 宮ノ台式Ⅲ期

白岩式Ⅳ期 ― 宮ノ台式Ⅳ期

Ⅴ期 82 住、87 住、133 住 新屋敷第 1地点 6住

本村南

仮 用土・平式

仮 代正寺式

宮ノ台式Ⅴ期

岩鼻式１期 ― ― 岩鼻式１期 久ヶ原Ⅰ式古 菊川式最古

岩鼻式２期古 1住、3住、72 住、97 住 氷川神社北方 21 住 岩鼻式２期古

菊川式古岩鼻式２期新 74 住、108 住、124 住、137 住 岩鼻式２期新 久ヶ原Ⅰ式新

岩鼻式３期 81 住、105 住、141 住、（18 住、119 号住） 稲荷山・郷戸 9地点 9住 岩鼻式３期

下戸塚式古 ― 花ノ木 県 1方形周溝墓

下戸塚式中・

古

4住、8住、9住、11 住、20 住、24 住、27 住、

57 住、59 住、68 住、73 住、75 住、84 住、

86 住、90 住、91 住、93 住、100 住、107 住、

110 住、113 住、118 住、121 住、128 住、129 住、

138 住、144 住、Ａ溝 (3 次 2 溝・7 次 2 溝・

5次 A区 1溝 )

吹上 3次 26 住・41 住

四ツ木 4次 30 住

吉ヶ谷 1 式１

期

吉ヶ谷１式 2

期

吉ヶ谷１式 3

期

久ヶ原Ⅱ式古

北川谷 3期古

菊川式中～新

山中式Ⅲ

廻間Ⅰ式

菊川式最新

下戸塚式中・

新

5住、10 住、12 住、14 住、16 住、30 住、42 住、

44 住、50 住、51 住、52 住、58 住、63 住、

69 住、77 住、78 住、88 住、92 住、95 住、

130 住、132 住、142 住、146 住、Ａ溝（4 次

2 溝・5 次 B 区 2 溝・2 次 1 溝・10 次 1 溝・

11 次 1 溝）

中道・岡台第 3地点 1

溝

新屋敷 1地点 3号住

久ヶ原Ⅱ式新

北川谷 3期新

北川谷 4期古

久ヶ原Ⅲ式

北川谷４期新

下戸塚式新・

古

19 住、62 住、（101 住） 吹 上 3 次 12 住、3 次 3

溝

城山 1住

東台 3号方形周溝墓

吉ヶ谷２式 1

期

下戸塚式新・

新

23 住、96 住、104 住、109 住、114 住 田子山 31 地点 21 住

弥生町式古 ― 南通 3地点 105 住

西原大塚 349 住

吉ヶ谷２式 2

期

吉ヶ谷系

弥生町式新 ― 北通 38・39 地点 61 住

成増百向 5地点 3住

前野町式古 ― 富士前 15地点 1住 日吉台 / 北川

谷 5期古

北川谷 5期新

廻間Ⅱ式前半

前野町式新 ― 南通 3地点 109 住

成増一丁目 2住

廻間Ⅱ式後半
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第 245 図　武蔵野台地東北縁（白子川・黒目川・柳瀬川流域）後期土器編年‐１
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第 246 図　武蔵野台地東北縁（白子川・黒目川・柳瀬川流域）後期土器編年‐２
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第 247 図　武蔵野台地東北縁（白子川・黒目川・柳瀬川流域）後期土器編年‐３
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１）安藤 は、松本完 鈴木正 の久ヶ原式 （松本 2005・鈴木正 2009）も になったと記している。

後者は、菊池 次 の久ヶ原Ⅱ式（鈴木 久ヶ原２式）の で、大村直 の久ヶ原 1 式・2 式の

時期区分との ・ 、 の 系 の を いている。

２）柿沼 2013 では午王山遺跡出土土器の東 地域との編年 を、大村　直 の久ヶ原 1・2 式から

山田 式との ・ で行ったが、久ヶ原Ⅱ式の いに があるとの鈴木正 の （ １）

を 、久ヶ原式土器に しては安藤 が した編年に する。大村 は久ヶ原式と山田 式

を分 る を にお る 区 の 用としている。 区 から 区 の 行を久ヶ原

式 / 弥生町式区分の とする を したのは笹森紀己子 だが（笹森 1984）、 も久ヶ原Ⅱ

式 の は い。しかし、武蔵野台地東北縁では 区 が久ヶ原Ⅱ式 行でも 、

区 が られるようになるのは下戸塚式でも 末 が 行する であ 、 の に

はな に い。下戸塚式中期に うのは久ヶ原Ⅱ式とすれば、 に した 出 が できる。

３）この資料は、2008 年に れた 南 東の弥生後期土器を る で 花 から

れたもので（ 花 2009、大 町 2007）、会 から篠原 大・鈴木敏則・大木 一郎 が して

を加 ている。

４）松本 は と表 しているが、その について佐原　 は 古 の成果から

は の 形 であ 、 しつ ることによって することから 木目 と表 し、

の の 方によって 木目 点 木目 目 と区分する（佐原 1987）。篠原 大

は佐原 に して 木目 を用い、 による を として

いたが、その後 目 などとしている（篠原 2009）。直近では轟　直行 が

目 としてお （轟 2017）、筆者もこれを 用する。

） 藤 の 下戸塚式（1 式） には するが、下戸塚 1 式とした土器 について、東海地方の

の は一時 で時期を るごとに してい （ 藤 2018　 149）、としている点は しが

たい。菊川式とは、あるいは東海東部とは、松本 が記したように 型式 化の 道が一部 れ

てお 、 が に れているのが できる である。 本郷弥生町 の出

をこと ら東海地方にまで めな ともよいように、 には われるのである （ 藤 2018 158）

ともしているが、 できない。東遠 から西 に がる 型 の 末 が新たに し

て れられたのが下戸塚式新期の 末 であ 、それが直 な系 として 流化したの

が弥生町式土器である。 下戸塚２式 を 用できない でもある。

) 安藤 が久ヶ原Ⅱ式古とした は 加 ３ と 区 が 用 れてお 、 区

の としてあ た 向寺出土 は久ヶ原Ⅱ式新に いている（安藤 2017）。 田

地 遺跡２号方形周溝墓出土土器に４ の によ 区 した二 と下部に山形 を

した がある（ 藤あ 2017）。山形 は れているが、 縁部は し 縁で 方に き、

部も に 、 では久ヶ原Ⅱ式古 に られている（ 69）。東台遺跡出土 は本

中に述 たとお 新しい があ 、久ヶ原Ⅱ式新 としたいところである。

）山中型 の に れた出土 として、大田区 / 野神社 近遺跡 ４号住出土 （ 川・

1991、野本 2017） 目黒川流域の 森遺跡１次環濠上 出土 （合田・本山 2012）があ られる。

前者は、久ヶ原Ⅱ式古に ってお 、 部に が れた山中Ⅱ式１ないしは２ と ら
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れる。後者は、 を 山中Ⅱ式３ で 野神社 よ 新し 、午王山 次 62 号住出

土 に近い。環濠上 からは吹上遺跡３次３号溝出土 （第 12 図 17）と の山形 が なっ

て 形 となった が出土している（ただし、 ではな 行 ）。 中 からは

区 二 でその下 に 区 山形 を した も出土してお 、前後 があるとしても近

した時期と たい。

） 己 は、この土器は東海東部の土器と をもつとしつつ 形 が の上 に

いていることは 地方にない、との加 の （ 南 東の弥生土器 行 会

2005）を し、地 で れたものとしている（ 2011 66）。そのとお であるが、本

中に記したように本来 は 1 と の中間点にあ 、 1 と のど らかの によって

の に が生 る。このことは、下戸塚式の から できる。

用・ (図 出 を )

赤塚次郎 2002 Ⅱ 尾平野にお る弥生時代後期の土器編年 王子遺跡　 編 県 蔵 化

 第 92 集 25 4 県教 　 県 蔵 化

ヶ 2003 川越城跡 (第 11 次 ) 川越 遺跡 会 第 27 集  川越 遺跡

会

安藤 道 1990 神 川県下末吉台地にお る宮ノ台式土器の 分 上・下 古代 化 第 42 第 6・7

号　  古代

安藤 道 1996 第Ⅲ部　編年編　南 東地方（中期後半・後期） A  241 258 弥生土器を る

会

安藤 道 2009 東 西 ～ 川流域の後期弥生式土器の 南 東の弥生土器 2 ～後期土器を

る～ 古 16 114 128 東弥生時代 会　 弥生土器 会　 代 谷

遺跡 会編　 一

安藤 道 2015 Ⅳ 地の弥生土器 平行期土器 の  東 弥生土器 古
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安藤 道 2015 1　久ヶ原・弥生町期の 来 島東部にお る弥生後期の 古

24 279 286 西 古 会　西川 一・古屋紀 編　 一

安藤 道 2017 久ヶ原遺跡と久ヶ原式土器 土器から た大田区の弥生時代―久ヶ原遺跡 、90 年―

152 161　平成 28 年 　大田区 郷土
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石川日出志・松田　 2014 谷 前中西遺跡を る 古 23 3 33 東弥生

化 会 弥生土器 会編　 一

石川安 ・柿沼 ・宅間清公 2017 ときがわ町 岩遺跡― 東地方西部域 弥生時代中期末 の遺跡・
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第４節　午王山遺跡と弥生時代の動向

                                                                 石 川　日 出 志

１　午王山遺跡とその周辺の遺跡分布

　これまで 15 次にわたる の と資料を今 一 に した 果、午王山遺跡

が営まれたのは弥生時代中期後半と後期前半～後半であ 、後期 は 白期のようで、な

おかつ後期後半でも弥生町式土器 の直前には を ることが明らかになった。後期

の集落が する 中で環濠が二 に ら れた が いことも できた。

　本遺跡は、北 に 川 地を 武蔵野台地北縁に し、 い 地形が南 を す

るために となっている。 川流域の なら 、 東地方の弥生時代遺跡でこれ ど明

な に集落が形成 れた はきわめて であ 、 な 地といってよい。どの

時代の遺跡も、その遺跡が営まれた地形環 、 いては生 環 とともに、周 の集落で生

する 々との間に形成 れた社会 環 の中で した。したがって、遺跡 の分

はその遺跡の住 が生 した 時の生 ・社会 環 を る がか となる。第 248 図に

弥生時代中期と後期の本遺跡周辺にお る遺跡 の分 を示した。ま 中期（上）と後

期（下）を ると、遺跡の と どは台地の縁辺部に 地し、分 は武蔵野台地 で

、大宮台地で いという 向は 通する。しかし、もう し に て よう。

　 東地方で本 な 稲 を とする集落が出 するのは中期中 の中 式・池上式

土器 である。しかし、この では 平野の中 遺跡、小 川下流域の 代遺跡、北

武蔵域の池上遺跡などご られた遺跡しか明 でな 、これまで 川下流域ではこの

の遺跡は できていない。ところが、中期後半の宮ノ台式土器 になると、南 東 地

の 川流域に 稲 集落 が形成 れる。武蔵野台地北縁（第 248 図上）でも、下流

から 区 木 丁目南遺跡・ 川区道 山遺跡から 区 山遺跡まで 間 で、

１～２ どの をもつ環濠集落が形成 れ、その間にも小 集落が点 する。とこ

ろが午王山遺跡周辺は集落が まとまるが環濠をもつ大型集落は られ 、黒目川よ

も上流では遺跡分 が となる。本遺跡から 27 った 戸 木 遺跡で環濠集落

が れ、 島遺跡などもあるが、宮ノ台式土器を う遺跡の分 は なっている。

また、 川北 の大宮台地でも宮ノ台式土器を う遺跡 環濠集落が られるが、遺跡は小

で分 も らである。

　後期になると遺跡の分 は に なる。第 248 図下では北区 前遺跡周辺の

遺跡 と赤 台遺跡 周辺の間の遺跡分 が るが、遺跡 地点の が した

か 上の である。 は、石神 川下流域から柳瀬川下流域まで する であ

る。それどころか、ここでは の遺跡として れていても、今後の によっては

とつの遺跡としてまとめられる のある遺跡 も な ない。ただし、中期後半から

後期になって このような遺跡分 の 化が きたのではな 、後期でも から前半の

遺跡は中期後半 上に らな分 であ 、 しろ後期前半から後半にか て遺跡分 の

な が きている。そうした遺跡 向を におきつつ第 248 図下を ると、
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区四 地区・ 山遺跡から黒目川までの の に環濠を た遺跡が 集すること

がわかる。午王山遺跡は、その中で白子川下流域 の に 地する、二 環濠をも

つ が い集落であ 、これら遺跡 の中 な を めた が いであろう。

　

２　関東における中・後期の土器型式分布の中の午王山遺跡

  午王山遺跡の の とつに、南 東系と北 東系、あるいは遠 地系の土器型式が明

な点が られ、 時の との地域間 流 社会 を る がか となっている。第

249 図に 東地方にお る弥生時代中期後半と後期前半の土器型式の分 を示した。 代

社会 で の 東を一つの地域として するのは であって、時代ごとに 東 の

地域ごとの が 化した 、 らいだ する。通 に ると、弥生時代はもっとも地

域ごとの が な時代であ 、中期と後期でも いがある。

　中期後半（第 249 図 ）では、南 東は 岡県域方 と の な宮ノ台式土器、北

西 東は 野方 と する 町式、 城県域周辺は東北地方南部と い をもつ

式などの 型式が分 し、それらに まれるように 来系の の い 新田式・北島式

土器、およ 野系と 来系の と られる下 原・ 式系の土器 が分 する。しかも、

遺跡ではい れかの型式が を めているために、分 を明 に きで

きるという をもつ。その中で、午王山遺跡は宮ノ台式土器分 に してお 、前述の

ように 川流域にお る遺跡 集地の北縁 に する。そのために第 133 号住 跡の大

型 の 部 などは 型 な宮ノ台式土器というよ も、東松山 代正寺遺跡など、よ

上流 の地域の をもつ。

　後期前半（第 249 図 ）になると、中期後半に周辺地域との が かった土器型式が
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地に して新たな地域ごとの が 化する。宮ノ台式の後 である久ヶ原式は 分

を め、 川流域では中期後半の 町式の後 である 式と 型式である岩鼻式

が な分 を形成する。午王山遺跡は、南 東系の久ヶ原式と北 東系の岩鼻式土器が

してお 、 地域どうしが 流 を行う 点としての を果たしたに いない。

　なお、中期後半から後期前半 の の で、午王山遺跡は後期 に一時 な 白期

を でいるようである。 上の平 地の ２ ３を したとはい 、 区にこの

の遺構・遺 が する は れている。ただし、たと 後期 の遺構・遺

が したとしても遺跡の ・ 小期であることは わらないであろう。しかし、このこ

とをもって本遺跡の な と てはならない。 ば、かつて西川 一 が 川下

流域をと 上 て弥生時代中期後半から後期にか ての 出住 を集 し、後期 の

出 が し ないことから、あたかも 住の地のような であったと述 た（西川

1991）。その後、 地域でも後期 の住 出は増 たものの していることに わ

はない。宮ノ台式土器から久ヶ原式土器 の土器型式の が追 る東 でも後期

の遺構・遺 の 出 は しているし、南 東の なら 東・中部地方一 でも

の 向が できる。後期 にお る午王山遺跡のし は、よ な地域で

して こった として る がある。

　後期中 になると、南 東の土器型式 に大きな が生 る（第 250 図）。それは第

249 図の久ヶ原式土器分 の西半部の 地に られる で、東海方 に 来する土器

型式の が し なる。 川西 南部域では東 系の土器型式が分 を る。と

ころが、 川流域では、かつて 道式・ 式と ばれた東 ・西遠 の土器型式が

出 する。 に 瀬 神 遺跡は 0 5 を環濠で 集落で、 来系の久ヶ原式土

器は にとどま 、出土土器の 95 上は東 ・西遠 の をもつものであっ

た（第 250 図下 村上 か 1992）。土器の は 川流域のものであることから 地

域で れたと られるものの、土器の と器 成は 地のものと 一 す

る。土器だ でな 、 住 も 上に をもつことも東海方 に類 があ 、 住

に がないことから 期 な 住者の と れた。その後の で、 住 の

は れたものの、 期 な 住者の という は わらない。そして神 遺跡

だ でな 、 川流域では東 ・西遠 の土器型式が な遺跡が に してお 、

これを 機として遺跡 と 出住 が に増加する。

　これに して武蔵野台地の東縁部では、東遠 の菊川式土器の を た土器が と

なる。神田川流域の新 区下戸塚遺跡は菊川式土器の が に で、下戸塚式土器と

れている（ 藤 2010）。 らに 区西台遺跡では、 による 形 を

し菊川式そのものという き が出土してお 、午王山遺跡でも下戸塚式土器が

である（第 250 図 上）。ただし午王山遺跡で、 の中に 縁をも 、その下 に

を に を す があ 、その は東遠 よ も 地域で菊川式の

が となる に られる一 であ 、ここでは東遠 ・ 系としてお 。ただし、

地域の東 ・西遠 系土器では神 遺跡を代表 として 地の土器の を

し、器 成も が いのに して、東遠 ・ 系 地域 本遺跡の東遠 ・
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系土器はその が 、 らに東海系土器のなかでは の が いという いがあ

る。しかしながら、 来系である久ヶ原式土器分 の西半部が東海地域に 来する 来系

土器の によって大きな構造 を こしていることは 目に する。

３　住居構造にも東海系が現れる

　それでは東海系の が になるのは久ヶ原式土器分 でも西半部だ で、東 東

域はその だったのであろうか。そうした に て れるのが、木更 遺跡

の住 である（第 251 図 ）。 遺跡は中期末の宮ノ台式最新 に形成 れ めた、

小 川流域の 地に 地する集落である。図は後期の住 が 集する地区で、 か した

のが 住 でい れも後期前半に す。これらの 住 を って、図の下方が れ

る 環 の溝が なっている。このう 溝 6 は B2 を中 にめ ってお 、 B2 が

４本 の平地式 であ 、 6 はそれを 周溝と できる。 の環 の溝も は

われているが平地住 と る きであ 、したがって 遺跡のこの地点は、後期前半は

で構成 れていたのが後期中 に一 に平地住 に したことになる。こうした

住 構造は南 東では 行する時期に類 はない。一方、東海方 では、 岡 遺跡の

ように、 地に 地する弥生時代中期後半～後期の 地の遺跡で れている。 遺跡

の B2009 住 跡で を ったところ、 の木 と白 が 10

も をなしてお 地下 の ・上 を る と られる。 遺跡は 岡

平野の 地部の 上に 住域を てお 、住 は 時の地表 の平地式

で、 下に を し、 の周 に溝を らすという 地 の住 構造を ってい

る（第 251 図 ）。こうした住 構造が、東 東 の 地に 地する集落に 用 れたの
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である。東 東 に、土器型式の上では東海方 の明 な を 出すことはできないが、

住 構造に 岡方 からの新しい 化 の が していたことになる。これは に住

構造の にとどまるものではな 、生 である 田 地に する 地に集落を構

るという生 式の 用であ 、おそら はそれ 前よ も 田 地の に に

の であろう。こうした平地住 からなる集落は、戸田 谷・新田 遺跡

北区 島 遺跡・ 区 間 遺跡のように、 川流域でも後期末から古墳時代前期に

になって る。すでに午王山遺跡の集落は を た だが、午王山遺跡に られ

る東海系土器の進出の きが、 がてこうした 向を生 出したのであろう。

４　青銅器文化の波及

　後期前半から中 にか て られる南 東 の東海系の土器と平地住 の はそれの

にとどまることはなかった。それまで 東地方に られなかった西日本～東海系の 器

それを用いた 行 も 用 れるようになる。午王山遺跡でもそれを る資料が出土して

いる。 形土 と 環 である。

　午王山遺跡では、Ａ溝から３点の 形土 （３次・ 次 区・ 次）が れた。

形土 は から 東まで分 してお 、神尾 一 の集 では 230 点もの出土 が

ある（神尾 2012）。 原 の （ 原 2016）を 記すると、 東では神 川県で２

遺跡３点（ 木 原 中遺跡２点・ 稲荷前遺跡１点）、東 １点（ 谷遺跡）、

県１遺跡１点（ 田 成塚石 遺跡）、 県３遺跡 点（午王山遺跡３点・ 向

山遺跡２点・ 戸 下田遺跡１点）と ないが、午王山遺跡３点・向山遺跡２点と ・

に集中する。 小 などの 器は な 造 を するために、 の
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者が られた集落で 造したと られる。一方、 形土 は土器の と わると

ころがな 、どの遺跡でも することが であるから、 な意 を 出そうとするの

は であ たいが、午王山・向山 遺跡の 形土 は小 を できて めて

できることに 目したい。

　 東地方では から東 周辺にか て 10 遺跡で小 が出土し、 ・

木 県南部でも １遺跡でも 出 がある（第 252 図）。それらは形 から大き 二

分できる。 県 原 川 台遺跡１・２号、神 川県平塚 遺跡、 木県小山 田間

遺跡 は 大型で、 と、 が 出 れた 平な をも 、 の 形は 形（ い

形）を する（Ａ ）。一方、 の小 （ ）はよ 小形の 向があ 、 が

形で、 をもたない。 の 形は 形と 形の２ がある。Ａ は の の表

と、川 台１号の の表 を （ ） が に してあることから、

でも 式のう 遠式 を として れたことが分かる。 地は 遠式

の 造地域である東海西部域と るのが である。

　午王山遺跡Ａ溝から出土した３点の 形土 のう 次 区・ 次 出土 は

形が 形を する の に 土 が れて が表 れている。一方、３次

出土 は 形が 形で、 の表 がない。向山遺跡の２ もこうした二者があ 、小

Ａ と を として 分 たと られる。すなわ 小 の２ を するこ

とが な でしか することはでき 、小 の の なら 小 を用いる

の意 も っていたと る きであろう。そして、午王山・向山 遺跡の 形土
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はその時期を明 に できる点でも である。午王山遺跡ではＡ溝の中 から出土して

お 、菊川式の い下戸塚式の に まる。向山遺跡では、 住 の 下から出

土した（ か ）小 を した完形 は、 の上部を するように 目

を１ らしているから、菊川式・下戸塚式 に すと できる。東海西部の編年に

すると山中式後半から廻間Ⅰ式に 行し、 遠式・近 式 式 がま し

を る に たっている。この に小 が東海道 を東方に し、その分 の東

の午王山遺跡一 でその形 を し、そしておそら は も る 々に

よって土 にその形が れたことになる。

　こうした に 東にもたら れた 器は小 だ ではない。 尾平野 西で

れた 形 器が神 川・ 県域でも れる。これらの 器が東海道

でもたら れたのと をなすのが 形 器で、 県新 遺跡 城県一本松・宮平

遺跡で られ、 野県上田 武石遺跡でも れていることから て、 野県の 川

系を して北 方 から北 東 ともたら れたと られる。午王山遺跡Ａ溝では

環 が れているが、類 は 岡県域・南 東およ 野県北部であることから

東海道 と 川 系のい れからと る きか が うが、 な ともい れかの地

域との 流を通 てもたら れたことに いはない。

　午王山遺跡は、中期後半に小 な集落として れ、後期 の 白期を で後期前半

から後半にか て した。後期の午王山集落は、 地域の 点として遠 地との 流を

、地域社会の 編成を した。この集落の後半 になると、 川周辺の台地上には大

集落 が形成 れ、それが次なる古墳時代社会を生 出す となった。こうした 向

は、午王山遺跡 でも、 川下流域だ でも 成し たわ ではな 、ま し 日本 島

地の地域社会が して に次なる時代 と してい と していた。午王山

遺跡はそうした地域社会の を ごとに した遺跡という きである。

用・ （ 図出 を ）

石川日出志 2008 地域からの 点と弥生時代 地域と 化の 古 Ⅱ　  23 38　 一

石川日出志 2011 東地域 日本の 古 5弥生時代（上）　 397 429　 木

原　 2016 第 31  小 な を追って― 形土 と小 ―

岡村　 2005 跡 遺跡― （ 古 編）― 　 岡 教 会

小 1999 遺跡Ⅱ 　 化

神尾 一 2012 形土 の 古 化 第 67 集　 177 221 

小 1995 西台遺跡 区 　資料編 1　 古 　 502 507　 区

藤 2010 下戸塚式という 点 古代 第 123 号　 53 72　 稲田 古 会

西川 一 1991 弥生後期社会の 古代 Ⅲ　 249 273　 稲田大 出 部

村上吉正・小 か 1992 神 遺跡 瀬 蔵 化 2　 瀬 教 会



　　　　　第１節　午王山遺跡弥生時代集落の展開

‐ 227 ‐

第Ⅵ章　総　括

第１節　午王山遺跡弥生時代集落の展開

　午王山遺跡は であることから、 に遺跡 が れ、集落 も できる

である。本 では第Ⅴ 第３ の 午王山遺跡出土弥生土器の編年 を ま

、本 の として遺跡 での集落の をまとめる。なお、遺構形 が 明 な住

跡 出土遺 が ない遺構については、時期 な 区分が であるため本 では

上 ていない。また、遺跡の南 は 1965（ 40）年前後に土 などで一部

が られ、 地形が している も する。

　弥生時代中期後半（第 253 図）　宮ノ台式期の住 である。第 253 図で示した第 82・

87・133 号住 跡の３ が 出 れている。Ａ溝の に分 し、３ ての住 跡が の

住 と し、かつ、 れていることが 通し、 も 50 ～ 53 を示し方向が

である。出土遺 は ない。この午王山遺跡では、 な時期の集落とは られ

ないため、 れている３ の か、 区に住 跡の分 は れるが、それ

でも 図の遺構分 からは 10 も ないと られる。このことから、 の

期 では 縁部 の出土などからＡ溝を弥生中期後半とも たが、宮ノ台式土器は、

の出土遺 から てもご の出土であ 、環濠 の 土 （第Ⅴ 第２

）から しても弥生中期後半の では、Ａ溝の環濠集落とは に い である。

　弥生時代後期前半（第 254 図）　岩鼻式と久ヶ原Ⅰ式土器が う住 である。第 254 図

で示した第１・３・18・72・74・81・97・105・108・119・124・137・141 号住 跡の 13

が 出 れている。 区に の住 跡の分 は れるが、それでも 図の遺

構分 から ても の住 跡は 20 も ないと られる。この の 住 跡

は、平 形が 方形を し、 部に の を つことが で、出土土器は、

を つ岩鼻式土器と 区 れた の山形 を つ久ヶ原Ⅰ式土器が して出土

している。Ａ溝の環濠からは、岩鼻式土器は と ど出土しないことから、弥生時代後期前

半のこの での集落と環濠の は い。

　午王山遺跡から出土する岩鼻式土器は、第Ⅴ 第３ の分析・ から、 の区分が

られるので、第 254 図では か を て の分 を する。

　岩鼻式２期古 は、第１・３・72・97 号住 跡の４ で、 の が大きな大型の住

である。

　岩鼻式２期新 は、第 74・108・124・137 号住 跡の４ である。

　岩鼻式３期 は、第 81・105・141・18・119 号住 跡の で、 が小 めの

方形の住 である。

　弥生時代後期中葉前半（第 255 図）　東海東部地方の菊川式土器を 型とする

目 が れる土器 が られる遺構である。下戸塚式土器の中 古期（第Ⅴ

第３ ３）で、第 255 図で示した第４・ ・ ・11・20・24・27・57・59・68・73・75・

84・86・90・91・93・100・107・110・113・118・121・128・129・138・144 号住 跡の 27
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が 出 れている。集落 でも を め、Ａ溝環濠の に て分 している。住 形

も 形 小 形の形 であ 、遺 が な 時期 が しい住 跡も形 が なも

のはこの と られる。Ａ溝 土からも の土器が部分 にまとまって出土してい

る。第Ⅴ 第３ でも述 られているが、遺構の分 と出土遺 、Ａ溝の廻 方から

て、環濠集落はこの で形成 れ、 い での と部分 な遺 の が行われてい

たことが 明した。

　弥生時代後期中葉後半（第 256 図）　下戸塚遺跡中 新期では、第 ・10・12・14・

16・30・42・44・50・51・52・58・63・69・77・78・88・92・95・130・132・142・146 号

住 跡の23 が 出 れている。集落 でも を め、遺跡平 部の に分 している。

住 形 も前 と であるが、 ・ の が な な小 形が られる。

遺 では などの では 目 区 の下 など れるものが られる。住

跡はＡ溝・ 溝の区 域の にも分 の が を せ、Ａ溝環濠 土からも の遺

が出土し、環濠 が進 でいることを示し、西 の平 部では、新 がわかるように

第 50・51 号住 跡がＡ溝上に構 れてお 、また 溝上にも の第 30・63 号住 跡

が構 れ、この では、Ａ溝・ 溝２ とも環濠としての機 が していることが

明した。

　弥生時代後期後半（第 257 図）　下戸塚遺跡新 で、 などの に、 末 が

られる である。午王山遺跡の集落 では の住 跡がまとまっているように 出

れている。

　新 古期では、 などの 目 などが 化 れ、 末 が ら

れるようになる。第 257 図で示した第 19・62・101 号住 跡の３ である。

　新 新期では、 などには 目 などが られ 、 直

が れ、 末 が 行するようになる。第 257 図で示した第 23・96・104・109・

114 号住 跡の である。

　午王山遺跡での弥生時代集落の最 である。 の では、後期の後半から

末の時期と ていたが、本 では、近年の資料増加と 成果から を改め、

後期後半のこの で午王山遺跡の弥生時代集落は したと る。

　Ａ・Ｂ・Ｃ溝（環濠）について（第 190 図）　午王山遺跡で 出 れたＡ・ ・ 溝は

形 が であ 、 型 な弥生時代の環濠と れる溝で、出土遺 から後期の時

期と した。第Ⅴ 第２ の分析にあるように、 図のＡ・ 溝の廻る から、Ａ溝

溝間の幅が、２次 区西 第４次・第 次 区であれば ～ 間 、第３次・第

10 次 区では 12 間 と があるが、 出 れている では２ が に 行して

いる。また出土遺 を ると、 資料である第 198 図 10 の の は、Ａ溝３次

区出土であるが、 のう １点では、 区の 溝 土中 から出土し 合している。

このことも め第Ⅴ 第３ を ると、環濠の 用期と ・ 期が第 50・51 号住 跡、

第 30・63 号住 跡との 合い 出土遺 の分析によ Ａ溝・ 溝は 時期に機

したと れる。また、第４次 区では、Ａ溝の方向 が地形にとらわれない平 部で

あ ながら、 の がる方向 が 溝も であ 、第２次・第 次 区では平行
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のように 行していることも 記として られる。

　北 部の新倉３丁目 2811 １地点の （第 23 図）では、小溝が北

を する に れていることから、 られたＡ溝（環濠）の した最下部が

廻っているとも れ、これによ 、北 では、一部は地形ごと れているが第 190

図の に環濠として一周する が れる。 溝は、Ａ溝と に に 行 である

が、北 部に しては 明である。

　 溝の する は、午王山西 の が い で、 溝の の南 に った

地では の黒 土が に できることから、第 13 次 区からの

を示した。 の 22 0 の に って となっている。 22 の

上には第３次 区の 溝も で、第１次 区では方形周溝墓の溝 が す

る でもあ 、そこでは環濠のような の溝は 出 れていない。 溝北 の

は、 時代の土地造成で地形ごと られているため 明である。この 溝が、こ

の ・この から を る環濠なのかは第１次・第３次 区から 溝と られる溝が

れていないことから の を るための 濠の が いと られる。

　この か 土 などを第Ⅴ 第２ において小倉 に を行っていただいている。ま

た のことも か ていただいているように、 時の地表 （生 ）は に

よ 明であるが、Ａ溝・ 溝の 行する溝間でも弥生時代の住 跡の が であ 、

Ａ溝 から幅 ～ の は住 跡の 白 が し、 では土 の 跡は

出来なかったが、 れる 間と環濠 の の土 が まれることから、 白

はその の を示している。

　方形周溝墓について（第 211 図）　第１次 区と第 10 次 区にて合 の方形周溝

墓が 出 れている。遺構の形 も などの によ 、周溝上部が 平 れているため

四 の も 明であ 、出土遺 も に な 、時期を めるに る は はない

が、周辺の住 跡の分 などから弥生時代後期のものと われる。 の方形周溝墓には、

方向によ 第１・ 号方形周溝墓の と第２・３・４号方形周溝墓の の２方向が

られる。また、第１次 区では、尾 上の に方形周溝墓が で 出 れているこ

とから、第１次 区の西 は、集合住宅 によ られているが、そこではまだ２

～３ の方形周溝墓が していたと れる。

　遺跡の平 には住 跡が し、 住域 の い尾 の に方形周溝墓が し

ていることで、集落と墓域を する意 も せてＡ溝・ 溝を 環濠集落と があるこ

とを 示している。

　銅鐸形土製品について（第 258 図）　午王山遺跡では、 な遺 としては 形土

が３点、環濠であるＡ溝 土中 よ 出土した。 一 からは東遠 系である

が な下戸塚式土器が出土している。 東では出土 が ないこの 形土 につい

て 下に に示してお 。

　第 258 図１（第 198 図 26）は、Ａ溝（第３次 ）中 から出土した。 は 3 5 、

は が れ、 の中 には 成前 があ の縁から の 部にか て２か の

落 が でき、 の が る。 には、 はない。
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　第 258 図２（第 202 図 63）は、Ａ溝（第 次 地区）の中 から出土した。 3 6

、 は丁 に られているが一部に 目の 跡が若干 められる。 きの 形

土 の であ 、 部には 成前 あ 、 に 土 を を している。

　第258図３（第204図67）は、Ａ溝（第 次 ）の環濠 土の中 から出土した。 4 5 、

は が れ、 には の 部と 落 が明 に できる。 部には 成前

が中 よ し めに れている。

　 向山遺跡でも 形土 が２点出土してお 、完形 の１点は弥生時代後期の住

跡の 下から出土している。 は 、 部の上 は 目 の区 が れ、

よ 下に 目が れている。その かの１点は 、 部の が できる 形土

の （ 2 7 ）で に 目が れ、 の弥生時代後期の住 跡から出土し

ている（１）。この 向山遺跡は弥生時代中期の が出土したことでも られているが、

後期では、 形土 にも れていた 目 が れた、東遠 系の

下戸塚式土器が出土する遺跡でもある。

　その の 形土 の出土 は、 県 田 の成塚石 遺跡で、 を せた

形 の が れる 形土 が出土している。東 町田 ヶ谷遺跡、神 川県

稲荷前遺跡などで小型の 形土 の出土が られている。

　小 では、 県に出土 が られるが、東 王子 中郷遺跡の弥生時代から古墳

時代 行期の住 跡から がないもの、新 区 田 丁目遺跡（第 6 図 83）の弥生

時代後期後半と れる住 跡からは、 と が 出 れているものが出土している。

この 田 丁目遺跡のす 東 には、 神田川 系で下戸塚遺跡が し、そこは東

遠 系の下戸塚式土器の となる遺跡である。

　 は西日本から中部東海地方を とする 用 である。 東地方に わってきている

- 00 -
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ものは、 すい、小 を した 形土 が に出土している。午

王山遺跡の 形土 は、 一集落の 一遺構から３点も出土していることは に

な であ 、東遠 系の が の 下戸塚式 土器の 化と に 来したものと

われる。

第２節　午王山遺跡と周辺の弥生時代集落

　 での な弥生時代集落遺跡は、午王山遺跡（第 259 図 42）から南 に谷を て

た四ツ木遺跡（第 259 図 41）があ 、弥生時代後期中 から 末期と られる住 跡と

方形周溝墓が 出 れている。 谷を だ南東方向には 寺遺跡（第 259 図 43）

があ 弥生時代後期後半から 末期と られる。 と 区・ 区の をなす白子

川の で、午王山遺跡から南東に せる 台地上に吹上遺跡（第 259 図 45）と下

遺跡（第 259 図 44）があ 、吹上遺跡では を つ下戸塚式期の環濠集落と方形

周溝墓 が られ、吹上遺跡の西 の下 遺跡まで方形周溝墓 が分 している。吹上遺跡

を とする白子川 では、上流に向かうにつれて集落の時期が新し なるような が

られ、吹上原遺跡（第 259 図 46）では、弥生時代後期後半の方形周溝墓 が 出 れて

いる。 ・ 上遺跡（第 259 図 47）では、弥生時代後期末の集落が 出 れている。

城山遺跡（第 259 図 48）では、弥生時代後期後半の住 跡が 出 れている。城山遺跡よ

白子川の上流に向かうにつれて弥生時代から古墳時代前期の で時期が新し なる 向

である。このことは、白子川 の 区 も の 向が られ、成増一丁目遺跡（第

259 図 49）では弥生時代の 末期の集落が している。午王山遺跡の北西 にも 台

地があ 、その台地上に 遺跡が して分 している。そのう 花ノ木遺跡（第 259 図 36）

では、弥生時代中期の集落の か、弥生時代後期前半新 の を つ下戸塚式の

方形周溝墓、後期後半まで する環濠２ と集落が 県 蔵 化 の に

よ 出 れ、その 、 の環濠とは方向を にする が出土する環濠１

（第 260 図）が の で 出 れている。

  岩鼻式土器は、中部 地の を た 、 が れ、 地域で

られる土器 で、東松山 の岩鼻遺跡を 式遺跡とする土器である。東松山 では、岩

鼻遺跡 か 川遺跡、 子山遺跡 で出土し、川越 ヶ 遺跡でも 出 れている。

では、午王山遺跡において時期の前後はあるが 13 の住 跡が 出 れ集落として

れている。 稲荷山・郷戸遺跡（第 259 図 34）では２ の 方形の住 跡か

ら岩鼻式土器が 出 れている。 区では、白子川を だ に赤塚氷川神社北方遺跡

（第 259 図 53）で出土 があるが、 区 の の遺跡 北区では岩鼻式土器の出土 を

かないため、 間川 の武蔵野台地で 周辺が岩鼻式土器 の分 の と ら

れる。午王山遺跡では、岩鼻式は久ヶ原Ⅰ式期と って出土しているため、 土器 の

分 にも まれている。

  下戸塚式土器は、東海地方の東遠 に分 する菊川式土器を出 とし、 で

を表す 形土器が であ 、新 区下戸塚遺跡（第 図 81）の環濠の の集落

出土土器を としている。また、下戸塚式新期とした には 末 が 行する。
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下戸塚遺跡は、通 の弥生時代集落の台地縁辺部の分 とは な 、神田川中流域の谷 の

に している。 新 区 には、戸山遺跡（第 図 82）、 田 丁目遺跡（第

図 83）、下落合二丁目遺跡（第 6図 80）など弥生時代後期後半の集落が分 している。ま

た、武蔵野台地の 川 東 に する 上に 地部を すように弥生時代集落

が 区、北区などに分 しているが、 前遺跡（第 図 74）、 山遺跡（第 図 72）、

赤 台遺跡（第 図 67）などでは、 、 目 が れる土器は である。

　下戸塚式とした土器 が出土する集落は、 の午王山遺跡では住 跡などが 出

れ、 吹上遺跡、花ノ木遺跡、 向山遺跡（第 259 図 30）、中道・岡台遺跡（第

259 図 29）、新屋敷遺跡（第 259 図 33）でも遺構遺 が 出 れている。そして、

区西台後藤田遺跡（第 図 59）、西台遺跡（第 図 58）、四 地区遺跡（第 259 図 56）、 東・

北野神社遺跡（第 259 図 57）などでも れてお 、 周辺地域が東遠 から

の を た下戸塚式土器の分 の と られ、午王山遺跡がその分 の中 部とも

られる。

  午王山遺跡を め 周辺は、弥生時代の環濠集落が られる地域でもある。

では、黒目 に中道・岡台遺跡（第 261 図）第３地点にて谷上部の に環濠

が一部 出 れている。越戸川 の台地上で 花ノ木遺跡の の の稲荷山・郷

戸遺跡（第 261 図）の第２・３地点でも環濠が 出 れ、 出 から集落を一周する環濠

と られ、第３地点の では、二 に分かれ一 は 下 向かい している（２）。

  では、花ノ木遺跡（第 260 図）で環濠集落 が 出 れ、 県 蔵 化

の東 か 環 道 に い れた遺構であ 、２ が 行して 出 れてい

る。その は、 東 か 環 道 の東 で 区第２・11・12・13 次 区にて、

前出２ の環濠とは 方向の環濠が１ 出 れているため、２つの環濠集落が 出 れて

いる。 らに東 の半 池遺跡（第 260 図）でも、環濠と 形 の弥生時代の の

溝が 出 れ、 一の 台地に３つ目の環濠集落を せている。白子川 の 台

地 には吹上遺跡（第 260 図）が し、台地 を る に の溝が

に れ環濠集落を成している。住 跡と環濠からは、 ・ 目 が れ

る下戸塚式土器が出土している。

  午王山遺跡（第 260 図）では、 行する２ の環濠と 西 の 上に 濠が

れている。この の地形からか南 では、環濠が 行する に廻 、北 ではＡ溝（

環濠）の１ は れるが、 溝（ 環濠）は廻るのかは 明である。

  区でも、 山遺跡・四 地区遺跡（第 261 図）では、中期後半と後期中 の環濠に大

れる。 山遺跡では１号溝は中期後半の環濠集落と られ四 地区遺跡から 環濠が

一周すると られてお 、２号溝は を す など下戸塚式の が い土器

が 出 れている。四 地区遺跡の東部台地では、後期の環濠が台地を る に 出

れ、更に （台地 ） 100 の にも の溝が 出 れているが、二

環濠になるかは 明である。

  周辺は、午王山遺跡も め環濠集落が 目につ 地域であ 、 に後期の集落が

、午王山遺跡を中 として東遠 からの を つ下戸塚式土器が られる地域とも
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なることから、 な とも 地域から流 した土器 化の もあ 環濠集落が したこ

とが られる。

第３節　午王山遺跡の調査成果と歴史的価値

  では、午王山遺跡を 15 にわた を行い、 も とな 行っ

た 果、 に弥生時代の遺構・遺 が 出 れたことによ が れ、遺跡は上

部の平 の なら 午王山 が一つの環濠集落として 地し することが明らかと

なった。なおかつ、近隣周辺を め 川流域では られない の地形とともに遺跡の

がよ まった。 下に、 成果と を示す。

  　午王山遺跡は、 川（ 間川） 地を に 地し、 に弥生時代の 150

上の住 跡が 出 れた集落遺跡である。この集落は、周 と台地が れ が

まっていることから 遺構の時期を することによ 、 の遺構の が できる

遺跡である。また、この の中で平 部の 住域と東縁辺部の墓域からなる地形 が

ある中での集落の を改めて することができた。

　 　午王山遺跡の弥生時代集落は、弥生時代中期後半に の宮ノ台式期の住 跡から

ま 後期後半までの集落が し、本 では、第Ⅴ 第３ の編年 に

き、本 第１ にて の集落の を 、環濠集落が れる は後期中 前

後で、環濠の造営が土器型式から ると下戸塚式期の中 であることが できた。

　 　 に 地する環濠集落として、３ の溝を 、Ａ・ 溝は に 行して廻る

を示し、 溝の間 から のＡ溝の 後に 溝の を行ったとは らい

こと、また、 溝の出土遺 が ではあるがＡ溝出土遺 と 時期と られることなどか

ら 東地方では類 が ない二 環濠と れる。 溝は、西 の で 出 れ南

に な に進 ことが れたが、 を 周するとは られ 濠と られる。

これまでの では、３ 時期 の は られていないが、Ａ・ 溝との は

われる。

　 　弥生時代後期の土器では、中部 地系の が な岩鼻式土器を つ集落

があ 、岩鼻式土器には久ヶ原Ⅰ式期の土器が している。東海東部系の菊川式系 で

・ 目 が な下戸塚式土器を つ集落も する。土器 では 東で

は出土 が ない 形土 が環濠から３点出土し、下戸塚式土器ともども東海東部から

の と 流が できた。

　 　遺構の住 跡では、岩鼻式の住 跡は、形 が 方形、 が 形、 間に

地 が２～３ するなど な住 跡で 化の いがわかる住 跡 である。下戸

塚式の住 跡は、小 形を し、 跡は 式 が 、住 跡の も である。

　この午王山遺跡では、 野・ と北から来た岩鼻式の 化が久ヶ原Ⅰ式と し弥生時

代後期前半に集落を形成した。後期中 には東海東部系の ・ 目 が

な下戸塚式土器が出土する遺跡として、午王山遺跡を め白子川近辺の吹上遺跡、花ノ木遺

跡、 中道・岡台遺跡などが れている。午王山遺跡は 環濠集落の が

、住 跡も 出 れたことから、下戸塚式分 北半の中 集落遺跡であったこと
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が できた。午王山遺跡は、中部 地系の岩鼻式土器 化の でもあ 、東海東部系の

下戸塚式土器 化の でもある。後の 東海道 と 東山道 の する

であ 、遺構・遺 の 方の からも遠 地との 流が、 に られ遺跡の

が示 れた。

　 上の 成果を ま て、午王山遺跡は、 東地方を代表する集落遺跡の一つであると

ともに、 川流域を中 として弥生時代後期にお る 点集落遺跡として、 域な地域間の

化の 流の が でき、今後 らに 東地方の弥生 化を 明する とな る

な遺跡である。また、地形 にも という な地形上に一つの環濠集落が形成 れて

お 、 地を 北 は で、南 の には２ あるいは３ の環濠が廻る は山と

しての地形 にも遺跡の が められる。 かには、 した集落であるため

に集落 が でき、集落 の 住 跡の分析ができる 東でも ない遺跡として

に である。

　 でも、午王山遺跡上部から北 を すと 下には 川と 川 地 地跡（ ・

県 ）、東には 吹上遺跡、 区赤塚氷川神社北方遺跡、西には 花ノ

木遺跡、 新屋敷遺跡などが た で すことができ、 ・ 地としても

弥生時代から 代までも が わらない な である。

　これらを 合 に した 果、午王山遺跡は、弥生時代集落として上部の遺跡 から

の まで めて、 かつ も 、今後、 の として な ・

用 が まれる遺跡である。

　調査の課題と今後の保存活用について

  本 によ 、午王山遺跡の 、 に行われた の集 、分析などによ

成果 が を通して明らかとなった。しかしながら、北 部（第

23 図）では での であるため、Ａ溝が北 を廻ることはあ まで であ 、

地点の南東 14・15 では、 を下って 溝も れていることから、環

濠としてのＡ溝、 溝が廻る方向 については、今後も が で である。

  また、午王山遺跡は、 上 の 蔵 化 蔵地としての遺跡 だ ではな 、

という地形 を だ形での環濠集落遺跡であることから 午王山 という山 を め

た と 用が今後 となる。午王山の北 では、 の が集落を する地形

果を せている部分も構成 となるが、 のため土 区域にも れてい

る。今後は、 と安 を してい なかで、 跡として ってい がある。

１） 原　 　2016 （１）向山遺跡（ ）の 形土 　 小 な を追って 形土 と

小 第 31   （ 9）　

２）稲荷山・郷戸遺跡第３地点は であるが、 台 時代の （ 1 ） あ かの （ 36

）などで が公 れ、 からも できる。稲荷山・郷戸遺跡は、 との の越

戸川を だ花ノ木遺跡の であるため、 中の 地も せていただいた。第 261 図は
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から環濠 を加筆した。
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